
主な内容
はじめまして 髙木浩史さん‥‥‥‥‥

協力隊通信 南弟子屈の風‥‥‥‥‥‥

マイナンバー制度が始まります！‥‥

防災ワンポイントコーナー‥‥‥‥‥

健全化判断比率などの状況‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「はっけよい！のこった！」
８月29日に行われた川湯神社例大祭奉納相撲大会での１コ
マです。川湯保育園児・川湯小学校児童・川湯中学校生徒が取
り組みを行い、この日のために練習してきた成果を発揮しま
した。土俵際にはたくさんの観客が集まり、大きな声援を送
っていました。　　　　　　　　　　　　 （関連記事24ページ）

１
９
０
１（
明
治
34
）年
こ
ろ
の
摩
周
温
泉
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
炭
田
晃
希
で
す
。

　

今
回
は
、
先
月
紹
介
し
た「
南
弟
子
屈
地
域

活
性
化
協
議
会
」の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
大

学
生
に
地
域
資
源
発
掘
調
査
に
来
て
い
た
だ

い
た
の
で
、そ
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

「
当
た
り
前
」の
魅
力
と
尊
さ
を

み
ん
な
で
再
確
認
し
た
い

　

９
月
11
日
～
16
日
、和
歌
山
大
学
観
光
学
部

の
出
口
竜
也
教
授
と
竹
林
浩
志
准
教
授
の
ゼ

ミ
生
９
人
が
来
町
し
、５
日
間
か
け
て
弟
子
屈

町
内
や
南
弟
子
屈
地
域
を
調
査
し
ま
し
た
。調

査
の
目
的
は「
地
域
資
源
」の
発
掘
。分
か
り
や
す

く
言
え
ば「
お
宝
探
し
」で
す
。大
学
生
に
調
査
を

依
頼
し
た
理
由
は
、
大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。

１
つ
目
は
、地
域
住
民
だ
か
ら
こ
そ
日
々
の
生

活
に
埋
も
ら
せ
て
し
ま
う
地
域
の
特
徴
や
魅

力
を
発
見
し
て
も
ら
う
こ
と
。２
つ
目
は
、
そ

の
魅
力
を
南
弟
子
屈
地
域
活
性
化
協
議
で
発

表
し
て
も
ら
い
、地
域
に
若
い
人
が
集
ま
る
と

楽
し
い
と
い
う
体
験
を
地
域
の
方
に
し
て
も

ら
う
た
め
で
す
。

　

ど
ん
な
に
豪
華
な
食
事
で
も
、毎
日
食
べ
て

い
れ
ば
飽
き
て
し
ま
う
日
が
来
る
よ
う
に
、住

ん
で
い
る
私
た
ち
に
と
っ
て
は
、弟
子
屈
で
の

暮
ら
し
は
当
た
り
前
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。摩

周
湖
の
お
か
げ
で
き
れ
い
な
水
が
飲
め
る
こ

と
は
当
然
の
こ
と
で
、牧
草
や
畑
も
見
慣
れ
た

景
色
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。む
し
ろ
、
そ
れ
ば

か
り
で「
何
も
な
い
」と
思
っ
て
し
ま
う
と
き
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
弟
子
屈
町

か
ら
出
れ
ば
摩
周
湖
の
水
は
飲
め
な
い
し
、道

外
へ
行
け
ば
延
々
と
続
く
牧
草
畑
を
見
る
こ

と
も
少
な
く
な
り
ま
す
。言
い
方
を
変
え
れ

ば
、弟
子
屈
で
し
か
味
わ
う
こ
と
が
で
き
な
い

水
や
景
色
が
存
在
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

牧
草
畑
が
観
光
地
に
な
る
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
こ
の
よ
う
な
情
景（
風
景
）は
、
弟
子

屈
町
や
南
弟
子
屈
地
域
の
特
徴
の
１
つ
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、自
分
で
は
当
た
り
前
過
ぎ
て
何

も
感
じ
な
い
け
れ
ど
、
旅
行
に
来
た
人
は
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
の
か
が
気
に

な
っ
た
の
で
、少
し
専
門
的
な
勉
強
を
し
て
い

る
大
学
生
に
調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。

牛とのふれあいを楽しむ学生たち

学
生
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
こ
と

地
域
住
民
こ
そ
が
地
域
の
宝

　

南
弟
子
屈
を
サ
イ

ク
リ
ン
グ
し
た
り
、

㈱
ツ
ー
リ
ズ
ム
て
し

か
が
の
雲
海
ツ
ア
ー

に
参
加
し
た
り
、
渡

辺
体
験
牧
場
で
正
し

い
牛
乳
の
飲
み
方

（
？
）を
教
え
て
も
ら

っ
た
り
し
な
が
ら
、

弟
子
屈
の
一
部
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
体
験
か
ら
、学
生
た
ち
に
と
っ
て
弟

子
屈
町
は
ど
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
の
か
と

い
う
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

報
告
の
中
で
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、会
話

や
交
流
し
た
人
と
の
出
来
事
が
一
番
印
象
に

残
っ
た
と
い
う
話
で
し
た
。早
朝
の
雲
海
は
絶

景
だ
っ
た
し
、和
琴
半
島
で
エ
ゾ
リ
ス
を
見
て

驚
い
た
り
も
し
た
け
れ
ど
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
中

や
交
流
会
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
と
き
、地
域

の
方
と
話
し
た
こ
と
の
方
が
印
象
に
残
っ
た

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。弟
子
屈
の
地
域
資
源

と
し
て
、摩
周
湖
や
屈
斜
路
湖
や
温
泉
な
ど
の

自
然
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、そ
の
中
で
暮
ら
す

地
域
住
民
こ
そ
が
一
番
の
地
域
資
源
で
あ
る

と
報
告
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。特
に
南
弟
子
屈

地
域
は
昭
栄
小
学
校
が
閉
校
に
な
り
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
縮
小
や
人
口
減
少
と
い
う
面
で

は
町
内
で
先
頭
を
走
っ
て
い
ま
す
。こ
の
調
査

を
き
っ
か
け
に
、南
弟
子
屈
地
域
の
在
り
方
を

今
後
も
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
で
す
。

協力隊通信
南弟子屈の風

学生たちの発表に僕も刺激を受けました

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshikyouryokutai

日々の活動
発信中！

本町の地域おこし協力隊第２号

髙木浩史（たかき ひろふみ）さん（35歳）が

９月14日に着任しました

「弟子屈町ブドウ・ブドウ酒研究会」

「弟子屈町地域ブランド化推進実行委員会」

の一員として

町が新たな特産品としての確立を目指す

町産ワインの醸造や

ワイン醸造用のブドウ栽培などに

取り組みます

地域おこし協力隊第２号

はじめまして 髙木 浩史 さん

　

こ
の
度
、弟
子
屈
町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
な
っ
た
髙
木
浩
史
で
す
。

　

高
校
生
ま
で
福
岡
県
で
過
ご
し
、卒
業
後
は

網
走
市
の
東
京
農
業
大
学
オ
ホ
ー
ツ
ク
キ
ャ

ン
パ
ス
に
進
学
し
ま
し
た
。も
と
も
と
土
い
じ

り
が
好
き
で
、農
業
関
係
に
興
味
が
あ
っ
た
こ

と
、
北
海
道
へ
の
憧
れ
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
こ

の
大
学
を
目
指
し
た
理
由
で
す
。

　

卒
業
ま
で
の
６
年
間
、北
海
道
の
魅
力
に
つ

か
っ
て
過
ご
し
ま
し
た
。屈
斜
路
湖
畔
の
温
泉

な
ど
、
弟
子
屈
町
へ
も
何
度
も
訪
れ
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
、き
れ
い
な
マ
チ
だ
な
と
い
う

印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

卒
業
後
は
、
東
京
都
内
の
香
料
の
会
社
に

就
職
。約
10
年
間
、
主
に
食
品
用
香
料
の
調
香

や
開
発
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。で
も
、
い
つ
か

北
海
道
に
戻
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま

し
た
。自
然
の
中
で
何
か
を
行
う
こ
と
が
好
き

で
、モ
ノ
づ
く
り
を
一
か
ら
行
い
た
い
と
い
う

夢
も
あ
り
ま
し
た
。そ
ん
な
と
き
、
弟
子
屈
町

が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。ワ
イ
ン
用
ブ
ド
ウ
の
栽
培

と
ワ
イ
ン
醸
造
と
い
う
こ
と
で
、モ
ノ
づ
く
り

が
で
き
る
、し
か
も
こ
れ
ま
で
の
香
り
の
仕
事

で
得
た
経
験
を
生
か
せ
る
の
で
は
と
思
い
ま

し
た
。ま
た
年
齢
的
に
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
で
き
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
、思
い

切
っ
て
応
募
し
ま
し
た
。念
願
が
か
な
っ
て
、

本
当
に
う
れ
し
い
で
す
。

　

弟
子
屈
町
の
皆
さ
ん
は
本
当
に
温
か
く
、親

身
に
接
し
て
く
だ
さ
っ
て
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、マ
チ
が
明
る
く
な
れ
る
よ
う
な

仕
事
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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2016年１月

マイナンバー制度が始まります！

　日本国内に住む全ての方に10月から通知さ

れる12桁の番号を「マイナンバー」といいます。

個人が特定されないように、住所地や生年月日

などと関係のない番号が割り当てられます。

　法人には、１法人につき１つずつの法人番

号（13桁）が指定されます。

　マイナンバーは、各機関が管理する個人情

報が同じ人の情報であることを正確に確認す

るための基盤となります。また、国や公共団体

で分散管理する情報の連携がスムーズになり

ます。

安心で安全な制度です
　マイナンバー制度の安心・安全を確保するた

め、制度面とシステム面の両方から個人情報

保護の措置が取られています。

民間事業者の皆さんもマイナンバーを取り扱います

　　　マイナンバー制度が始まります！

マイナンバーって何？
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10月から

皆さんに12桁のマイナンバーを通知！
　来年の１月からマイナンバー制度が始まることに伴い、10月から皆さん一人一人に12桁のマイナンバーが通知さ

れます。通知カードは、住民登録をしている住所地に世帯単位（世帯主宛て）で送付されます。

通知カードの送付・個人番号カードの申請交付などに関する問い合わせ先
　役場環境生活課総合サービス室☎４８２‐２９３４（課直通）
　川湯支所☎４８３‐２０４３
マイナンバーに関する問い合わせ先
　コールセンター（全国共通ナビダイヤル）☎０５７０‐２０‐０１７８ 問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

　　　マイナンバー制度が始まります！　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マイナンバー制度が始まります！　

マイナンバーには利用・提供・収集の制限があります
　マイナンバー制度では、行政機関だけでなく、民間事業者にも特定個人情報（マイナンバーを内容に含む個人情報）

の適正な取り扱いが求められます。

　マイナンバーは、法律で定められた範囲以外での利用が禁止されています。

▼マイナンバーの利用範囲
　法律で規定された、社会保障・税・災害対策に関する事務に限定されています。

▼マイナンバーの提供の要求
　�社会保障・税に関する手続き書類の作成事務を行う必要がある場合に限り、本人などに対してマイナンバーの提供

を求めることができます。

▼マイナンバーの提供の求めの制限・特定個人情報の提供や収集の制限
　�法律で限定的に明記された場合を除き、マイナンバーの提供の求め・特定個人情報の提供や収集をしてはいけません。

適切な安全管理に組織として対応が必要 廃棄にも制限

▼マイナンバーの安全管理措置
　�事業者は、マイナンバー・特定個人情報の適切な管理のため、必要かつ適切な安全管理措置を取らなければなりま

せん。また、従業員に対する必要かつ適切な監督を行わなければなりません。

▼特定個人情報の保管制限と廃棄
　�法律で限定的に明記された場合を除き、特定個人情報を保管してはいけません。社会保障・税に関する手続き書類作

成事務の必要がなくなり、法令で定められた保存期間を経過した場合は、マイナンバーをできるだけ速やかに廃棄

しなければなりません。

通知カードは簡易書留（封書）で送付されます

▼封筒の中に入っているもの
宛名の書かれた台紙

�通知カード・個人番号カード交付申請書兼電子証明書発行申請

書・音声コード（１枚の台紙に記載されています）※世帯人数分

説明用パンフレット　個人番号カード申請書の返信用封筒

個人番号カードの交付を希望される場合
ステップ１

▼

（表面） （裏面）

同封の個人番号カード交付申請書に顔写

真を貼り、返信用封筒に入れる。

ステップ２

ポストに投函

ステップ３

平成28年１月以降、個人番号カー

ドの交付準備が整うと「交付通知

書（はがき）」が送られてきます。

運転免許証などの本人確認書類、

通知カードと一緒に、役場環境生

活課（川湯地区にお住まいの方は

川湯支所）にご持参ください。

ステップ４

本人確認の上、暗証番号を設

定していただき、個人番号

カードが交付されます。

（裏面）

（表面）

スマートフォンなどを利用したウェブ申請は

ステップ１

スマートフォンなどのカメラで顔写真を

撮影する。

▼

ステップ２

▼ ＋

顔写真データ

▼

申請情報を送信

交付申請書の二次元コードから、申請用ウェブサイトにアクセス

します。必要事項を入力し、顔写真データを添付して送信すれば、

申請が完了します。

▼ステップ３へ

▼
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問い合わせ先／役場総務課情報防災係☎４８２‐２９１２（課直通）

日時／10月２日㈮　10時～13時
場所／川湯駅前交流センター・川湯中学校

防災ワンポイントコーナー

　広報てしかが９月号でもお知らせしましたが、10月２日㈮ 10時～13時、川湯駅前交流センターと川湯中学校で町
総合防災訓練を行います。
　当日９時ころ、消防のスピーカーで訓練を予告します。また、訓練開始直後の10時ころに消防のスピーカーを通じ
てＪアラート（全国瞬時警報システム）が鳴動するとともに、携帯電話３社から火山噴火に関する訓練メール（エリア
メール）が送られます。エリアメールは、町内にお住まいで、携帯電話３社の携帯電話をお持ちの方に漏れなく、大き
な音声とともに届きます。ただし、エリアメールの設定をされていない方には届きません。
　詳しくは、広報てしかが９月号をご覧いただくか、下記までお問い合わせください。

８月から噴火速報の運用が始まりました

地方公共団体財政健全化法に係る

健全化判断比率などの状況
　地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、本町においても平成26年度決算について算定した財政指標
について、広報紙と町のホームページで数値を公表します。
　また、平成20年度から義務付けられた計画策定に係る早期健全化基準や財政再生基準については、平成26年度決算
では基準内の数値となっています。

※　 実質赤字比率は−1.91％、連結実質赤字比率は−4.76％と算定されていますが、国からの通知により赤字比率がマイナスと
なる場合は『−』で表示することとなっているため表記のとおりとします。また、連結実質赤字比率の中に含まれる公営企業
会計（水道事業会計・下水道事業特別会計）に係る資金不足比率においても、それぞれ−73.4％、−0.4％となっていますが、同
じく『−』で報告をしています。

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率 資金不足比率
弟子屈町の数値 −（※） −（※） 14.1％ 133.2％ −（※）

早期健全化基準 15.00％ 20.00％ 25.0％ 350.0％
（経営健全化基準）

20.0％
財政再生基準 20.00％ 30.00％ 35.0％

【早期健全化基準および財政再生基準とは？】
　財政の早期健全化基準を超えてしまった場合は、財政健全化計画を策定し、数値が基準内となるように自主的な改
善努力を行うことになります。具体的には事業を縮小したり、収入増のため町民の皆さんに使用料や手数料の値上げ
による負担をお願いすることなどが考えられます。
　財政の再生基準を超えてしまった場合は、国などの関与による確実な財政再生を行うことになります。財政健全化
計画の策定はもちろんのこと、地方債の借り入れも制限され、新たな事業を行うことは難しくなります。また、国など
の指導による再生となるため、町民の皆さんには相当な負担増が予想されます。

【今後の見通し】
　現在のところ本町においては、上の表のとおり早期健全化基準などを超えておらず、今後についても基準を超える
ことは想定していません。しかし、財政状況が非常に厳しい状態であることには変わりがないため、引き続き徹底し
た歳出削減、歳入確保に努めていく必要があります。

◆発売期間／10月16日㈮まで（売り切れ次第、発売終了）
◆抽選日／10月23日㈮

問い合わせ先／役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）

この宝くじの収益金は、市町村の明るいまちづくりや環境対策、
高齢化対策など、地域住民の福祉向上のために使われます。

（町内では購入できません）

問い合わせ先／役場まちづくり政策課財政係☎４８２‐２９１３（課直通）

　町内には、現在も活発に水蒸気が噴気しているアトサヌプリ（硫黄山）がありますが、８月からアトサヌプリに「噴
火速報」が運用されました。
　速報ですので、噴火の事実のみ発表されます。噴火の規模が小さく、噴火した事実をすぐに確認できない場合（アト
サヌプリの裏側で川湯駅前方向から見えないなど）は発表されません。

火山名　　アトサヌプリ　噴火速報
平成27年10月1日　10時30分　気象庁地震火山部発表
＊＊＊見出し＊＊＊
＊＊＊本　文＊＊＊
アトサヌプリで、平成27年10月1日　10時00分、噴火が発生しました。

噴火速報の例

※ 火山の噴火には、命の危険が伴います。火山の噴火に気がついたときや噴火速報が発表されたときは、直ちに身の
安全を確保しましょう。（今のところアトサヌプリには特段の噴火兆候は確認されていません）

山肌を急速に流れ落ちる火砕流

※ 噴火速報の発表は、下図のとおりテレビやラジオ、携帯電話などで知ることができます。特に、携帯電話などに登録
しておくと便利です。

大きな噴石 噴石で穴が開いた瓦屋根
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弟子屈点訳の会、弟子屈町屈斜路古丹アイヌ文化保存会２階ロビー

１階ロビー

場　所

展示部門／公民館　10月17日㈯～11月１日㈰　９時～18時30分　各最終日は16時まで

日　程

10月17日㈯～10月22日㈭

団体名

グループホームあったか家、グループホーム家路、デイケアセンターたこ八

第66回弟子屈町総合文化祭

芸能部門／摩周観光文化センターアリーナ　10月25日㈰　10時開会 

団体名

午前の部
弟子屈小学校吹奏楽少年団、弟子屈中学校吹奏楽部、弟子屈高等学校吹奏楽部、奥春別小学校（別獅子舞）、弟子屈
音頭・月の摩周保存部、山田流琴千会、舞踊�華、リコーダーを楽しむ会、しらかば合唱会、美留和フラダンス同好会

午後の部
川湯ばやし保存会、川湯中学校川湯ばやし同好会、弟子屈町屈斜路古丹アイヌ文化保存会、生田流琴友会、ヤマハ音
楽教室弟子屈教室、聖月流吟剣詩舞川湯支部、日本民謡三絃渡邊孝帆会、川湯わんぱくダンスクラブ、Ｉ＆Ｍバトン
スタジオ、東・北海道岳風会北釧路支部、弟子屈摩周湖民踊会、摩周丘幼稚園、摩周さくら歌謡教室、バトントワラー弟
子屈教室、弟子屈音頭（摩周丘幼稚園・おひさま保育園、会場の皆さん）

問い合わせ先／町教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）

研修室 華道正光未生流、池坊リラの会10月17日㈯～10月18日㈰

講堂
香墨弟子屈習字勉強会、絵手紙摩周湖、弟子屈短歌会、摩周フラワーマスタ
ー協会、摩周多夢窯、弟子屈郵便局

10月20日㈫～10月25日㈰

養護老人ホーム倖和園の臨時職員を募集
　町では、町立弟子屈養護老人ホーム倖和園の臨時職員を募集します。

▼職種／支援員（介護員）・介護助手

▼業務内容／介護業務全般

▼申し込み資格など／実務経験者、または介護に熱意のある方（資格のない方でも応募できます）

▼採用予定数／１人
▼雇用期間／10月下旬～平成28年３月末

▼雇用条件
　町内在住の方、または町内に居住可能な方
　賃金／日額6,070～7,240円程度（保有資格などにより異なります）
　 夜勤、変則勤務あり
　その他勤務条件などは町職員に準じます。

▼ �申し込み方法／履歴書（写真貼付）１通と、資格をお持ちの方は資格証明書の写しを提出してください。

▼申込期限／10月15日㈭（受付時間／土・日曜日、祝日を除く８時45分～17時30分）

申し込み・問い合わせ先／弟子屈養護老人ホーム倖和園☎４８２‐２１３４

　町では町内在住の高齢者世帯など、次の対象世帯の方に水道料金の一部助成を行っています。
　対象世帯に該当する方で、助成を希望される場合はお申し出ください。
　昨年度この助成金を受給している方は、世帯状況に変動がない限り自動的に継続しますので、あらためて申請
する必要はありません。

▼ �対象世帯／本町に住民登録をし、水道料を納付している世帯で次のいずれかに該当する世帯。ただし、生活保
護法による生活扶助を受けている世帯を除きます。

①�身体障害者等世帯／身体障害者手帳（１級または２級）、療育手帳（Ａ判定）、精神障害者保健福祉手帳（１級）の
交付を受けている方のいる世帯。

②�ひとり親世帯（平成26年10月から父子家庭も対象となりました）／配偶者のいない方が18歳未満の子を扶養し
ている世帯。

③�高齢者世帯／70歳以上の方のみの世帯（夫婦の場合は一方が70歳以上でその配偶者が65歳以上の世帯を含む）・70
歳以上の方と18歳未満の子や孫などのみの世帯。

▼助成金額／月額300円（年額3,600円）
　※年度途中から対象世帯に該当となった場合は、その月から助成します。

▼ �申請方法／平成28年２月29日㈪までに、印鑑と振込先口座番号が分かるものをご持参の上、役場福祉こども課
または川湯支所までお越しください。（来庁が困難な場合は電話連絡でも構いません）

問い合わせ先／役場福祉こども課社会福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

水道料金の助成を行っています

研修室 摩周焼陶芸教室10月21日㈬～10月25日㈰

てつなぎ工房、ビタミン教室、個人展２階ロビー

１階ロビー
10月24日㈯～10月29日㈭

弟子屈養護老人ホーム倖和園、弟子屈町老人デイサービスセンター

手編サークル、木綿美キルトグループ、創作人形ＹＯＵの会、アートフラワ
ーマーガレット同好会、きずなのなかま達

たち

、ステンシルボタニカルアソシ
エーション

講堂

研修室

10月27日㈫～11月１日㈰

おひさま保育園

茶道部門（表千家三翠会）／摩周観光文化センターロビー　10月25日㈰　10時～14時（なくなり次第終了）

　

第
１
回
総
合
教
育
会
議
が
８
月

31
日
、
町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
」が
改
正
・
施

行
さ
れ
、
全
て
の
市
町
村
に「
総
合

教
育
会
議
」の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

▼
法
律
改
正
の
目
的

�

教
育
の
政
治
的
中
立
性
・
継
続

性
・
安
定
性
の
確
保
。

�

地
方
教
育
行
政
に
お
け
る
責
任

の
明
確
化
。

�

迅
速
な
危
機
管
理
体
制
の
構
築
。

�

首
長
と
教
育
委
員
会
と
の
連
携

強
化
。

�

地
方
に
対
す
る
国
の
関
与
の
見

直
し
。

　

町
で
も
、
德
永
町
長
と
５
人
の

教
育
委
員
を
構
成
員
と
し
て
総
合

教
育
会
議
を
設
置
し
ま
し
た
。

▼
教
育
委
員


委
員
長　

小
澤　

重　

氏


職
務
代
理　

榎
本　

悦
子　

氏


委
員　

菅
原　

誓
之　

氏


委
員　

金
井　

秀
明　

氏


教
育
長　

小
林　

俊
夫

　

初
め
に
德
永
町
長
が「
本
町
で
は

教
育
行
政
で
の
連
携
が
図
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
や
っ
て

い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。小
澤
教

育
委
員
長
は「
町
長
と
と
も
に
議
論

を
深
め
、
よ
り
安
全
で
充
実
し
た

学
校
教
育
・
社
会
教
育
の
実
現
の
た

め
努
力
し
て
い
き
た
い
」と
抱
負
を

述
べ
ま
し
た
。

　

議
題
で
は
、
会
議
の
名
称
や
招

集
・
運
営
方
法
、議
事
録
の
取
り
扱

い
な
ど
を
定
め
た
運
営
細
則
を
原

案
の
と
お
り
決
定
。今
年
度
の
会

議
は
概
ね
３
回
と
し
、
法
律
に
基

づ
く「
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化
の

振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の

大
綱
」と「
弟
子
屈
町
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
」を
今
年
度
中
に
策
定
す

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。ま
た
、
教

育
に
関
す
る
重
点
施
策
の
検
討
と

協
議
を
、
12
月
こ
ろ
に
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、い
じ
め
な
ど
児
童
・
生

徒
の
安
全
に
関
す
る
緊
急
的
な
事

案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
教
育

委
員
会
が
対
応
し
た
後
、
必
要
に

応
じ
て
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
な

ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
か
ら
は
、
い
じ
め
に
関

し
て「
民
生
委
員
児
童
委
員
な
ど
民

間
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
て
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
心
・
安
全

な
マ
チ
に
す
る
べ
き
」、
今
後
に
関

し
て
は「
社
会
に
出
て
い
け
る
子
ど

も
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
マ

チ
に
」「
町
外
に
出
て
も
弟
子
屈
に

帰
っ
て
来
ら
れ
る
土
壌
を
つ
く
る

必
要
が
あ
る
」「
ク
マ
と
の
遭
遇
を
回

避
す
る
方
法
な
ど
、
本
町
独
自
の

教
育
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
」な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
の
結
果
は
、町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❏ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ

く
り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８

　

２
‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

連
携
強
化
で
教
育
・
文
化
の
一
層
の
振
興
を

第
１
回
総
合
教
育
会
議
を
開
催

活発な議論が交わされた教育会議
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優
秀
な
プ
ラ
ン
に
触
れ
て
決
意
も
新
た
に

弟
高
生
が
観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
視
察

弟
子
屈
高
校（
木
村
浩
士
校
長
）で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
本
町
の
観
光
に

つ
い
て
学
び「
全
国
高
校
生
観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」（
観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

大
会
組
織
委
員
会
主
催
）に
応
募
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
高
校
生
が
考
案
し
た
地
元
の
観
光
プ
ラ
ン
を
競
い
合
う
大
会
で
、

今
年
で
７
回
目
。同
校
は
残
念
な
が
ら
本
選
出
場
と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

来
年
度
に
観
光
の
授
業
を
受
け
る
２
学
年
の
濱
岡
日
菜
さ
ん
、
更
科
宏
記
君
、
上

村
沙
弥
さ
ん
が
、
同
校
を
代
表
し
て
８
月
23
日
に
行
わ
れ
た
本
選
の
視
察
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
、来
年
度
の
観
光
授
業
に
臨
み
ま
す
。

視
察
に
行
っ
て
き
た
３
人
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

あ
の
舞
台
で
地
元
の

素
晴
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い

濱�

岡
　
日�

菜�

さ
ん

　

私
た
ち
は
、大
阪
府
茨
木
市
に
あ
る
追
手
門

学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
全
国
高
校
生
観
光

プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
視
察
に
行
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
の
成
果
は
、私
た
ち
の
中
で
と

て
も
大
き
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

入
賞
し
た
学
校
の
プ
ラ
ン
の
ア
イ
デ
ア
は

奇
抜
な
も
の
が
多
く
あ
り
、そ
の
発
想
の
豊
か

さ
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。そ
し
て
何
よ
り
強

く
努
力
が
感
じ
ら
れ
た
場
面
は
、プ
ラ
ン
作
成

の
も
と
と
い
え
る
住
む
町
の
下
調
べ
で
す
。パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
使
用
さ
れ
て
い
た
写
真
の

ど
れ
に
も
工
夫
が
さ
れ
て
い
た
し
、パ
フ
ォ
ー

光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
本
選
を
、い
ち
早
く

視
察
す
る
機
会
を
い
た
だ
け
ま
し
た
。「
こ
ん

な
こ
と
を
や
る
ん
だ
ろ
う
な
」と
い
う
予
想
は

あ
っ
た
も
の
の
、ど
う
い
っ
た
カ
タ
チ
で
披
露

さ
れ
る
の
か
は
未
知
数
で
し
た
。そ
う
い
っ
た

心
持
ち
で
一
行
は
大
阪
へ
と
行
き
ま
し
た
。車

に
乗
り
、釧
路
空
港
・
羽
田
空
港
・
大
阪
空
港
と

空
港
祭
り
で
１
日
目
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、本
会
場
で
あ
る
追
手
門
大
学
に

無
事
に
到
着
し
ま
し
た
。各
都
道
府
県
か
ら
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
高
校
生
の
雰
囲
気
に
、息
を

の
み
ま
し
た
。北
は
青
森
県
か
ら
南
は
高
知
県

ま
で
、高
校
生
が
自
分
た
ち
の
町
を
Ｐ
Ｒ
し
ま

す
。12
分
と
い
う
時
間
で
、
い
か
に
自
分
た
ち

の
個
性
を
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
か
。

一
つ
一
つ
の
高
校
が
プ
レ
ゼ
ン
す
る
カ
タ
チ

が
誰
一
人
と
し
て
重
な
る
こ
と
が
な
く
、学
ぶ

こ
と
も
多
く
、自
分
た
ち
の
経
験
値
と
し
て
大

き
く
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。実
際
の
旅
に
見
立
て
て
行
っ
た
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
ち
位
置
を
明
確
に
し
て
ス
ト
ー

リ
ー
を
話
す
。飽
き
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た

り
、ち
ょ
っ
と
し
た
間
に
も
組
み
込
む
工
夫
が

常
に
新
た
な
情
報
を
入
れ
て
く
れ
る
の
で
、僕

と
し
て
は
悔
し
い
で
す
が
、そ
の
町
に
行
き
た

い
と
思
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、現
段
階
で
僕
た
ち
が
考
え
る

プ
レ
ゼ
ン
で
は
、全
国
ど
こ
ろ
か
道
内
す
ら
勝

ち
抜
く
こ
と
は
１
０
０
％
不
可
能
だ
と
思
い

ま
し
た
。決
し
て
な
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

け
れ
ど
、
今
ま
で
の
カ
タ
チ
に
と
ら
わ
れ
る

の
で
は
な
く
意
外
な
方
向
性
か
ら
の
視
点
で

あ
っ
た
り
、僕
た
ち
の
よ
う
な
若
い
人
た
ち
の

ニ
ュ
ー
テ
イ
ス
ト
が
必
要
で
す
し
、考
え
な
く

て
は
い
け
な
い
の
で
す
。

　

毎
日
を
何
気
な
く
過
ご
し
て
い
る
が
ゆ
え

に
、僕
た
ち
は「
当
た
り
前
」を
披
露
し
よ
う
と

は
し
ま
せ
ん
。「
当
た
り
前
」と
思
う
モ
ノ
の
真

の
力
を
目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
が
な
い
か

ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、当
た
り
前
が
真
の
力
と
な
り
羽
ば

た
い
た
と
き
、僕
た
ち
は
新
た
な
こ
と
へ
の
力

を
手
に
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

弟
子
屈
に
は
他
に
負
け
な
い

魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る

上�

村
　
沙�

弥�

さ
ん

　

む
し
む
し
と
暑
い
大
阪
。涼
し
い
館
内
で
の

視
察
。初
め
て
見
た
観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

本
選
は
私
の
想
像
と
は
違
い
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
袖
か
ら
出
て
く
る
の
は
、金
髪
カ

ツ
ラ
や
ク
レ
ヨ
ン
し
ん
ち
ゃ
ん
、女
装
を
し
た

男
性
。こ
ん
な
に
も
自
由
な
も
の
な
の
か
…
!!

あ
ぜ
ん
で
し
た
。し
か
し
、後
々
、記
憶
に
残
り

続
け
る
の
は
派
手
な
演
出
を
し
た
チ
ー
ム
。演

出
ば
か
り
で
内
容
が
伝
わ
ら
な
い
こ
と
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
の
、聞
き
手
を
退

屈
さ
せ
な
い
こ
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
、と
て

も
大
切
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

内
容
は
チ
ー
ム
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
。地
元

の
食
べ
物
を
観
光
プ
ラ
ン
に
組
み
込
む
と
こ

ろ
、
観
光
名
所
を
推
す
と
こ
ろ
、
自
分
た
ち
な

り
の
観
光
ポ
イ
ン
ト
を
考
え
紹
介
す
る
と
こ

ろ
。本
音
を
言
う
と
、
私
た
ち
に
は
も
っ
と
い

い
も
の
が
つ
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、と
思
い

ま
し
た
。そ
れ
と
同
時
に
、
弟
子
屈
に
は
他
に

負
け
な
い
魅
力
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
だ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
都
会
に
は
都
会
の
魅

力
、田
舎
に
は
田
舎
の
魅
力
」。そ
ん
な
当
た
り

前
の
こ
と
を
、あ
ら
た
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

観
光
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
雰
囲
気
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。目
指
す
べ
き
と
こ
ろ

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。地
元
の
こ
と
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ほ
ん
の
数
時

間
、一
気
に
観
光
甲
子
園
に
対
す
る
意
欲
が
湧

い
た
と
と
も
に
、自
分
た
ち
の
マ
チ
に
つ
い
て

も
っ
と
知
ろ
う
と
思
え
ま
し
た
。観
光
プ
ラ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
本
選
視
察
は
、と
て
も
た
め
に
な

る
経
験
と
な
り
ま
し
た
。来
年
も
ま
た
、
同
じ

大
阪
の
地
に
、本
選
出
場
と
い
う
名
誉
と
共
に

立
て
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
え
ま
し
た
。

左から濱岡さん、上村さん、更科君

バリアフリー観光研修会を開催

障がいのある方や高齢者の方などの旅をお手伝い

　てしかがえこまち推進協議会ユニバーサルデザイン部会（三木亨部会
長）では、バリアフリー観光研修会を開催します。
　障がいのある方や高齢者の方などの旅のお手伝いができる方の育成
を目的に開催されるものです。ユニバーサルデザイン部会の活動をは
じめ、100km歩こうよ♪大会in摩周・屈斜路2015での事例を紹介するほ
か、三軒茶屋リハビリテーションクリニックの長谷川幹氏を講師に招き
「旅はリハビリ」と題してバリアフリー観光に関する講演会を行います。
　観光に興味のある方、バリアフリーって何だか難しそう…と思って
いる方、ぜひ、ご参加ください。バリアフリー観光に対する考え方が少
し変わるかもしれません。

▼日時／10月31日㈯　13時～17時

▼場所／摩周観光文化センター

▼対象／町民の方・近隣市町村の方

▼申込先／ピュア・フィールド風曜日☎４８２-７１１１

▼申込締切日／10月24日㈯

長谷川　幹�氏
1948年生まれ。1974年東京医科歯科大学卒業。三軒茶屋リハビリテーションクリニック院長。福祉のまちづ
くり活動や高次脳機能障がいの支援など精力的に活動。著書「リハビリ医の妻が脳卒中になった時」など多数。

ユニバーサルデザイン部会って？
　「ユニバーサルデザイン」とは「誰にでも使いやすいデザイン」という意味。同部会では主に、障がいのある方や
高齢者の方などの旅のお手伝いをする活動をしています。
　今年度は北海道観光振興機構のバリアフリー観光地域拠点事業の採択を受け「住んでよし、訪れてよし」のまち
づくりを目指して、より一層、活動に励んでいます！上記講座に続き、11月13日㈮～15日㈰に開催される「てし
かが観光塾」の選択講座でも、本町のバリアフリー状況やツアーの紹介などを行う予定です。

（てしかが観光塾ホームページ　http://www.masyuko.or.jp/pc/juku.html）

マ
ン
ス
で
劇
の
よ
う
な
演
出
が
さ
れ
て
い
た

り
、町
民
の
皆
さ
ん
の
声
が
組
み
込
ま
れ
て
い

た
り
…
。実
際
の
声
を
は
じ
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

な
ど
数
値
化
さ
れ
て
い
た
も
の
な
ど
、町
民
の

皆
さ
ん
が
協
力
を
し
て
く
れ
て
い
た
場
面
を

客
観
的
に
見
た
か
ら
こ
そ
、そ
の
こ
と
を
当
た

り
前
に
思
っ
て
は
い
け
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
こ
の
経
験
か
ら
私
た
ち
は
、あ
の
舞

台
で
自
慢
の
素
晴
ら
し
い
地
元
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

当
た
り
前
を
真
の
力
に
し
て

新
た
な
力
を
手
に
し
た
い

更�

科
　
宏�

記�

君

　

３
年
次
に
僕
た
ち
も
行
う
こ
と
に
な
る
観

１
０
０
㌔
歩
こ
う
よ
大
会
参
加
者
を
サ
ポ
ー
ト

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係内）☎４８２‐２９４０（課直通）
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２０１5弟子屈町木育週間を開催します
　「木育（もくいく）」をご存じですか？木育は、子どもをはじめとする全ての人が『木とふれあい、木に学び、木と生

きる』ことを目指す北海道生まれの取り組みです。子どものころから木を身近に使っていくことを通じて、人と、木

や森との関わりを主体的に考えられる豊かな心を育む活動です。

　町ではこの木育への取り組みの一環として、木育週間を次のとおり開催します。

▼日時／10月５日㈪～10月10日㈯の６日間、いずれも９時30分～16時

▼場所／町林業多目的センター（サワンチサップ３‐５・旧クアハウス屈斜路）

▼内容

①�10月５日㈪～10月10日㈯／一般開放（木の砂場や木のおもちゃで遊んでみません

か）

②�10月10日㈯／�木育体験教室「北海道認定木
※

育マイスター・萩原寛暢さんによる森

林プログラム『木で遊ぼう！こども木育デー』」

▼ �参加料／①は無料・②は保険料などとして300円

▼ �対象・定員／①はどなたでも。②のみ小学校１～６年生・20人。（各小学校を通じ別

途、案内します）

※木育マイスター／木育を進めていくコーディネーター。2010年度から北海道が認定。萩原さんは１期生。

問い合わせ先／役場農林課林務係☎４８２‐２９３６（課直通）

昨
年
の
木
育
週
間

秋の名木ツアーを開催します
　町と根釧西部森林管理署では、本町の名木などを巡るツアーを企画しました。本町の名木は、地域の象徴として

親しまれている木や歴史的いわれのある木、景観上優れた木などを長く後世に伝えていく取り組みとして、町が

2006年に指定したものです。皆さんのご参加をお待ちしています。

▼日時／10月12日㈪（体育の日）　９時30分～15時30分（雨天決行）

▼集合場所／町公民館前

▼ �内容／バスで町内の名木などを案内し、魅力ある風景を楽しんでいただきます。今回は和琴半島にも立ち寄り、

紅葉を観賞します。

▼案内箇所／本町の名木（14本）のうちモミジなど７本

▼ �参加料／無料　

▼定員／33人

▼持ち物／お弁当・飲み物・雨具・防寒具など

※参加者については、主催者側で傷害保険に加入します。

▼申し込み方法／下記まで電話で申し込みください。

▼受付期間／町民の方先行／10月２日㈮～10月９日㈮

　　　　　　一般の方／10月７日㈬～10月９日㈮

▼受付時間／９時～17時（土・日曜日を除く平日）

申し込み・問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

　山の木々が色づいてくる季節になりました。観光地などへのドライブも増えるのではないでしょうか？エコ

ドライブを実践して、燃料消費量の節約で、お財布に優しく、二酸化炭素（CO2）削減で環境に優しくなりましょう。

　小さなことからコツコツと！環境に配慮した行動

の積み重ねが地球や家庭の「エコ」につながります。

「エコ」って…？
　元々は「エコロジー」からきている和製英語です。エコロ

ジーには生態学という意味があり、そこから「生態・環境に配

慮した行動・活動」を行う際に使われるようになりました。

エコドライブ10のポイントを実践しよう！

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの
すすめ

ガンバルーンを普及

バルーンが摩周

　「バルーンが摩周（石橋和美代表）」をご存じですか。
皆さんは「ガンバルーン」の普及・指導を行っているボ
ランティア団体で、今年６月に発足しました。ガンバ
ルーンとは、少し空気の抜けたイボイボのボールを使
って行う介護予防運動。数種類の体操のほかゲームな
ど、楽しみながら無理なく機能訓練ができます。
　バルーンが摩周は、町が行った養成講座を終了した
インストラクター21人で構成。町内各地の介護予防サ
ークルなどで、ガンバルーンの指導を行っています。
　代表の石橋さんは「足腰が丈夫なうちは社会貢献が
できます。ガンバルーンは慣れれば一人でもできる運
動なので、皆さんの健康づくりに役立ててほしい」と話
していました。

❏�問い合わせ先／弟子屈町社会福祉協議会（山口洋子）
☎４８２‐１０５４まで。

８
月
27
日
に
旧
昭
栄
小
学
校

で
行
わ
れ
た
介
護
予
防
サ
ー
ク

ル
で
の
ガ
ン
バ
ル
ー
ン
指
導

介護予防のお手伝い

ほがらかクラブを開催
□�階段は手すりや壁をつたって上る。
□�椅子から立ち上がるときは何かにつかまる。
　�（手すり、テーブルなど）
□�15分続けて歩いていない。
□�１年以内に転んだ経験がある。
□�転倒に対する不安が大きい。
　65歳以上の方で、上記のうち３つ以上当てはまる
方はいませんか？そんな方に朗報です。
　町の介護予防事業「ほがらかクラブ」では、マシン
トレーニングや自宅でも行うことができる簡単な
体操の指導を行います。作業療法士が、一人一人の
体や環境に合った運動計画を立てて、自分のペース
で体づくりが行えるようアドバイスしますので、運
動が苦手な方にも楽しんで参加していただけます。
　興味のある方は、下記までお問い合わせください。

▼期日／平成28年１月～３月の毎週水曜日
　　　　（年始はお休みです。）

▼時間／13時30分～15時30分

▼場所／デイケアセンターたこ八
❏�申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推
進係☎４８２‐２９３５（課直通）まで。

昨
年
の
名
木
ツ
ア
ー

１ ふんわりアクセル「ｅスタート」

　ゆっくりアクセルを踏んで発進しましょう。

２ 車間距離にゆとりをもって、加速・減速の少ない運転

　車間距離が短くなると、無駄な加速・減速が多くなります。

３ 減速時は早めにアクセルを離そう

　�アクセルから足を離すと、エンジンブレーキが作動します。

４ エアコンの使用は適切に

　�暖房のみ必要なときはエアコンを切ったり、車内を冷

やしすぎたりしないようにしましょう。

５ ムダなアイドリングはやめよう

　�待ち合わせや、荷物の積み下ろしの際は、アイドリング
は控えましょう。

※�排気ガス浄化装置搭載車などは、アイドリングが必要な場合があ
ります。

６ 渋滞を避け、余裕をもって出発しよう

　渋滞や交通規制を確認し、時間と燃料を節約しましょう。

７ タイヤの空気圧から始める点検・整備

　�タイヤの空気圧が低いと燃費が悪くなります。エンジン

オイル類も定期的に交換することで、燃費が向上します。

８ 不要な荷物は下ろそう

　�車の燃費は、荷物の重さや空気抵抗に影響されます。不

要な荷物は下ろし、スキーキャリアなども使用しない

ときは外しましょう。

９ 走行の妨げとなる駐車はやめよう

　�違法駐車は渋滞をもたらし、他の車の燃費を悪化させ

ます。

10 自分の車の燃費を把握しよう

　�燃費を把握すると、エコドライブの効果が実感できます。
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広
報
て
し
か
が
６
月
号
か
ら
お
知

ら
せ
し
て
い
る「
元
気
て
し
か
が
21
計

画（
第
二
次
）」。今
月
は
、
そ
の
中
に
一

体
化
し
て
い
る「
食
育
推
進
計
画（
第

二
次
）」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

町
で
は
国
の
食
育
推
進
基
本
計
画

の
策
定
を
受
け
、
２
０
０
９
年
度
に

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
町
民
み

ん
な
が
食
育
の
重
要
性
を
認
識
し
、

豊
か
で
健
康
的
な
食
生
活
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
計
画
と
し
て「
弟
子
屈

町
食
育
推
進
計
画
」を
策
定
し
、推
進

し
て
き
ま
し
た
。私
た
ち
が
心
身
の

健
康
を
保
ち
、
生
涯
に
わ
た
り
生
き

生
き
と
暮
ら
す
た
め
に「
食
」は
欠
か

せ
な
い
も
の
で
す
が
、
町
民
の
皆
さ

ん
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
次
の

よ
う
な
課
題
が
分
か
り
ま
し
た
。

▼
課
題

�

朝
食
を
食
べ
な
い
人
が
多
い
。

　

�（�

小
・
中
学
生
、成
人
で
は
５
人
に
１

人
、高
校
生
で
は
４
人
に
１
人
が

朝
食
を
食
べ
て
い
ま
せ
ん
）

�

野
菜
を
３
食
、食
べ
る
人
が
少
な
い
。

（�

成
人
で
は
５
人
に
１
人
し
か
毎

食
食
べ
て
い
ま
せ
ん
）

�

牛
乳
・
乳
製
品
を
毎
日
と
る
人
が
少

な
い
。（
幼
児
で
も
毎
日
食
べ
て
い

る
子
は
５
割
以
下
で
す
）

「
食
」を
見
直
し
て
健
康
な
生
活
を

�

家
族
そ
ろ
っ
て
食
事
す
る
人
が
少

な
い
。（
児
童
・
生
徒
の
６
割
が
家
族

そ
ろ
っ
て
食
べ
て
い
ま
せ
ん
）

�

弟
子
屈
町
産
の
食
材
を
知
る
人
が

少
な
い
。（
小
学
生
・
高
校
生
の
５
割
、

中
学
生
の
６
割
、
成
人
の
８
割
し

か
知
り
ま
せ
ん
）

�

成
人
の
９
割
が
健
康
的
な
食
生
活

に
関
す
る
情
報
を
知
っ
て
い
る
が
、

一
方
で
町
の
総
合
健
診
の
結
果
で

は
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
高
血

糖
の
人
な
ど
が
多
い
。

　

不
足
し
が
ち
な
野
菜
や
牛
乳
・
乳
製

品
で
す
が
、
野
菜
を
１
日
３
回
食
べ

る
と
、血
糖
値
の
上
昇
や
、コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
の
吸
収
を
抑
え
る
効
果
が
あ

り
ま
す
。牛
乳
に
は
体
内
の
余
分
な

塩
分
を
排
出
す
る
働
き
が
あ
る
ほ

か
、
血
圧
を
下
げ
る
成
分
が
含
ま
れ

る
こ
と
も
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

食
事
は
朝
・
昼
・
夕
と
３
回
と
る
の

が
基
本
で
す
。朝
食
を
抜
い
て
他
の

食
事
の
量
が
多
く
な
っ
た
り
、
夕
食

時
間
が
20
時
以
降
に
な
る
こ
と
で
体

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
肥
満
や
血
糖

値
・
血
圧
の
上
昇
な
ど
、生
活
習
慣
病

を
発
症
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

朝
食
抜
き
は
、
特
に
子
育
て
世
代

の
保
護
者
と
児
童
・
生
徒
に
多
い
状
況

で
す
。朝
食
を
と
ら
な
い
小
学
生
は

２
０
０
７
年
に
６
％
で
し
た
が
、
17

％
と
大
幅
に
増
え
、
子
ど
も
た
ち
の

体
が
心
配
で
す
。

　

食
育
推
進
計
画
の
二
次
計
画
で
は

こ
の「
課
題
」を
改
善
で
き
る
よ
う
、各

種
健
診
な
ど
の
健
康
推
進
事
業
を
進

め
て
い
き
ま
す
。中
で
も「
朝
食
を
食

べ
な
い
人
を
減
ら
す
こ
と
」を
重
点
目

標
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
家
族
が
健
康
な
体
で
元

気
に
暮
ら
す
た
め
に「
食
」で
変
え
ら

れ
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
二
次
計
画
で
主
に
取
り
組
む
項
目

①
朝
食
を
食
べ
な
い
人
を
減
ら
す
。

②�

１
日
に
１
回
は
家
族
と
一
緒
に
食

事
を
と
る
人
を
増
や
す
。

③�

１
日
に
２
回
以
上「
主
食
＋
主
菜
＋

副
菜
」を
そ
ろ
え
て
食
べ
る
人
を
増

や
す
。

④
地
場
産
品
を
知
る
人
を
増
や
す
。

⑤�

学
校
給
食
で
の
地
場
産
野
菜
の
使

用
割
合
を
増
や
す
。

⑥
食
育
に
関
心
を
持
つ
人
を
増
や
す
。

⑦�

野
菜
を
１
日
３
食
に
食
べ
る
人
を

増
や
す
。

⑧�

牛
乳
・
乳
製
品
を
毎
日
食
べ
る
人
を

増
や
す
。

❑�

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３

　
５（
課
直
通
）ま
で
。

櫻
さくら

田
だ

　英
えい

翔
と

 ちゃん 粥
かゆ

川
かわ

　心
ここ

愛
あ

 ちゃん木
き

村
むら

　颯
さ

月
つき

 ちゃん 津
つ

田
だ

　柚
ゆず

希
き

ちゃん 神
か

子
ご

島
しま

 未
み

映
えい

 ちゃん

問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

インフルエンザ予防接種に助成を行います
　インフルエンザ予防接種に対する助成を、今年度も次のとおり行います。
　予防接種には、インフルエンザにかかることを防ぐ効果、かかった場合に合併症が重症化したり死亡したりす
る確率が高くなることを防ぐ効果があります。かかりつけの医師などと相談の上、期日までに接種しましょう。

▼実施期間／10月中旬～平成28年３月31日㈭
　※予約時期は各医療機関によって異なりますので、直接お問い合わせください。

▼助成対象者
　①満65歳以上の町民の方・満60～64歳で厚生労働省で定めた障がいのある方
　②満１歳～中学校３年生の方
　③妊婦の方

▼実施回数／原則として１人につき、満１歳～小学校６年生の方は２回、それ以外の方は１回

▼ �実施医療機関／摩周厚生病院・布施医院・弟子屈クリニック・美里クリニック・川湯の森病院

▼自己負担額／１回目 1,000円・２回目 500円（自己負担額以外を町が負担します）

▼その他
　※予防接種を希望される方は、各医療機関で予約をしてください。
　※ 予防接種時には、町民であることと年齢が確認できる保険証などを提示してください。妊婦の方、乳幼児・小

学生の方は、母子手帳もご持参ください。
　※ 長期にわたり町外の医療機関に入院中の方、町外の施設に入所されている方は、上記以外の医療機関でも接

種できます。詳しくは、お問い合わせください。

更
さら

科
しな

　遥
は

音
お

 ちゃん 坪
つぼ

井
い

　勇
ゆう

太
た

 ちゃん 岡
おか

林
ばやし

　龍
たつ

希
き

 ちゃん

申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

乳がん・子宮がん検診の申し込みはお済みですか
　乳がん・子宮がん検診を次のとおり行います。今年度は奇数月（１・３・５・７・９・11月）生まれの方が、お得に検診
を受けることができます。11月27日には早朝検診と午前中の託児も行いますので、お仕事のある方や子育て中
のお母さんも、ぜひ、この機会をご利用ください。申し込みがまだの方は、お早めに申し込みください。

▼日時／11月27日㈮　７時30分～11時（託児有り）・13時～15時／11月28日㈯　９時～11時・13時～15時

▼場所／社会老人福祉センター

▼助成対象・自己負担額
検診区分 助成対象（受診当日の年齢） 自己負担額

20～69歳の奇数月生まれの女性 1,000円
生活保護を受給している20歳以上で奇数月生まれの女性 無料（※）

子宮がん

40～69歳の奇数月生まれの女性 1,000円
生活保護を受給している40歳以上で奇数月生まれの女性 無料（※）

乳がん

70～74歳の奇数月生まれの女性   500円
75歳以上の奇数月生まれの女性 無料
町からクーポンが届いた女性 無料
今年度40歳になる女性（1975年４月１日～1976年３月31日に生まれた方） 無料

子宮がん
乳がん
共通

※生活保護を受給している方が無料で検診を受けるには「生活保護受給証明書」が必要です。
　釧路振興局ケースワーカーに、お問い合わせください。
※ このほかに、子宮卵巣エコー、ＨＰＶ検査（子宮頚（けい）がんの原因の一つといわれるウイルスの有無を調べる検査）、大

腸がん検査を受けることもできます。

▼申込締切日／下記まで申し込みください。右の二次元コードからも申し込むことができます。

▼申込締切日／10月23日㈮
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後ろ脚で立って歩い

たり、道具を使って

上手に遊んだりと、

釧路市動物園で大人

気のホッキョクグマ

「ミルク」のお話です。

いろいろな物を運ぶ

のが大好きなミルク

がもし、郵便屋さん

だったら…。

「�
東
京
零
年
」

赤
川　

次
郎
／
著

「�

永
い
言
い
訳
」

西
川　

美
和
／
著

「
は
じ
め
て
の
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
基
本
編
」

戸
内　

順
一
／
著

「�

年
齢
逆
転
本
」

西
村
有
紀
子
／
著

「
世
界
の
辺
境
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
室
町
時
代
」

高
野
秀
行
・
清
水
克
行
／
著

「�

マ
イ
・
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ
・
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」

マ
リ
オ
ン
・
ポ
ー
ル
／
著

「
日
本
外
交　

現
場
か
ら
の
証
言
」

孫
崎　
　

享
／
著

「�

体
脂
肪
を
減
ら
す
ス
ト
レ
ッ
チ
」

池
田
佐
和
子
／
著

「�

最
新
最
強
の
作
文
・
小
論
文
’17
年
版
」

成
美
堂
出
版
編
集
部
／
編
著

「�

お
ば
け
も
こ
わ
が
る
お
ば
け
」

西
村　

繁
男
／
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

木島　誠悟／作

☆ 

第
７
回
更
科
源
藏
文
学
賞
贈
呈
式

　

更
科
源
藏
文
学
賞
の
会（
髙
田
中
会
長
）主
催

の
第
７
回
更
科
源
藏
文
学
賞
の
授
賞
者
が
、

堤
寛
治
氏「
狼ろ

う

狽ば
い

あ
る
い
は
怯
え
」に
決
ま
り
ま

し
た
。贈
呈
式
は
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

　

贈
呈
式
で
は
、
更
科
源
藏
作
詞
の
町
内
４

校
の
校
歌
と
、合
唱
組
曲「
海
鳥
の
歌
」を
披
露

し
ま
す
。た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
／
10
月
４
日
㈰　

13
時
～

▼
場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

☆ 

特
集
展
示『
北
海
道
出
身
の
作
家

た
ち
・
女
性
作
家
編
』

　

釧
路
市
出
身
の
桜
木
紫
乃
さ
ん
、
旭
川
市

出
身
の
三
浦
綾
子
さ
ん
な
ど
の
図
書
を
展
示

し
て
い
ま
す
。

▼
期
間　

10
月
31
日
㈯
ま
で

▼
場
所　

特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

▽�

今
月
の
休
館
日
／
５
日
㈪
・
12
日
㈪（
体
育

の
日
）・
19
日
㈪
・
26
日
㈪

中央２丁目４番１号

☎（よいほんいろいろ
4 4 4 4

）４８２‐１６１６

シロクマゆうびんきょく

移動図書館

摩周丘幼稚園  9:00～ 9:45

停車場所 停車時間

旧昭栄小学校 10:00～10:20

屈斜路コタン 11:20～11:40

和琴小学校 12:40～13:10

川湯支所 13:45～14:05

わんぱくクラブ・川湯農村センター 14:10～14:30

川湯温泉駅前 14:40～15:00

すずらんこども館 15:30～16:00

摩周丘幼稚園  9:00～10:00

停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50

川湯保育園 11:10～11:30

川湯支所 11:40～12:00

川湯小学校 13:00～13:30

奥春別小学校 14:25～14:55

奥春別森の保育園 15:00～15:20

みはらし台こども館 15:30～16:00

Ａコース��運行日／10月８日㈭・22日㈭ Ｂコース��運行日／10月１日㈭・15日㈭・29日㈭

おはなしはらっぱ 古本市にご協力ください
　

11
月
28
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る『
公
民

館
ま
つ
り
２
０
１
５
』で「
絵
本
の
会　

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
」の
皆
さ
ん
に
よ

る
古
本
市
が
開
か
れ
ま
す
。

　

古
本
市
で
販
売
す
る
本
を
集
め
て

い
ま
す
。ご
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た

本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
図
書
館
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

※�

百
科
事
典
、
辞
書
、
全
集
、
汚
破
損

の
激
し
い
も
の
は
除
き
ま
す
。

※�

ご
提
供
い
た
だ
い
た
図
書
の
取
り

扱
い
に
つ
い
て
は
、
図
書
館
に
一

任
く
だ
さ
い
。

▼�

受
付
期
間
／
11
月
１
日
㈰
～
11
月

22
日
㈰（
休
館
日
を
除
く
）

▼
受
付
場
所
／
町
図
書
館

　☆３日／『ぼく　ばったです』『パンツのはきかた』
　　　　　『くまさんのいす』
　☆10日／『まんまるおつきさん』『きのぼりこねこ』
　　　　　『どこにいるの、くまくん』
　☆17日／『おふろだ、おふろだ』『わにわにのおでかけ』
　　　　　『ねむれないの？　ちいくまくん』
　☆24日／『よくきたね』『わにわにのおふろ』
　　　　　『ぼくとくまさん』
　☆31日／『おとうさんあそぼう』『わにわにのごちそう』
　　　　　『くまさんにあげる』

テーマ 『なかよし　くまさん』

時間／午後１時〜　　場所／町図書館
おはなしはらっぱ／毎週土曜日�午後１時

納沙布岬から北方領土を間近に見てみませんか

平成27年度�目で見る北方領土

　公益社団法人北方領土復帰期成同盟釧路支部と町では「目で見る北方領土」ツアーを行います。
　ツアーは、根室市の納沙布岬から北方領土を間近に見ることで、北方領土返還運動に対する理解と認識を深め
ていただくために開催されています。1980年から釧路管内の町村ごとに順番で開催され、本町では７年ぶりの
催行となります。ぜひ、この機会に、ご参加ください。

▼日時／11月17日㈫　９時～17時ころ

▼視察先／根室市（納沙布岬・北海道立北方四島センター「ニ・ホ・ロ」・北方館 望郷の家）

▼対象・定員／本町にお住まいの方・25人（先着順）
※定員になり次第、締め切らせていただきます。

▼移動手段／町のバス運行

▼参加料／無料（昼食は主催者で準備します）

▼申込締切日／10月23日㈮

※旅程など詳しくは、締め切り後に参加者の皆さんにお知らせします。

申し込み・問い合わせ先／役場総務課総務係☎４８２‐２９１２（課直通）

全道一斉すずらん無料法律相談を開催

弁護士が無料で相談に応じます

　北海道弁護士連合会では「全道一斉すずらん無料法律相談」を開催します。相談は、弁護士がいない道内市町村で
一斉に開催するものです。
　実際に法律の問題を抱えていらっしゃる方はもちろん、まだ法律問題にはなっていなくとも心配事がある場
合には、ぜひ相談をご利用ください。あらかじめ法律の知識を身につけておくことで、重大なトラブルを回避で
きることが多いと思います。相談料は無料です。お気軽にご利用ください。

▼日時／10月20日㈫　10時～16時（相談時間は１人につき30分）

▼場所／町公民館

▼相談料／無料

▼相談例／ 借金問題・離婚問題・相続に関する問題・交通事故・労災・刑事事件・悪徳商法・ご近所トラブル・賃貸借（土
地・アパート・マンションなど）

▼申し込み方法／ 相談を希望される方は、10月15日㈭までに電話で申し込みください。

申し込み・問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

フォトライター矢野直美さんがやって来る！
　「地域活性化に向けた鉄道の利活用推進シンポジウム」が川湯温泉で開催されます。

　シンポジウムでは、国内外を旅しながら鉄道写真を撮り続けているフォトライ

ター・矢野直美さんが「地域鉄道の魅力について」と題した基調講演と「地域活性化に向

けた鉄道の利活用について」をテーマにトークセッションを行います。鉄道旅をこよな

く愛することから「鉄子」の愛称でも呼ばれる矢野さん。鉄道旅の楽しさや魅力を聴き、

地域の「足」である鉄道を守る取り組みのヒントをもらいましょう！

▼日時／10月18日㈰　12時40分～15時

▼場所／川湯観光ホテルラピュタホール

▼参加料／無料

❏問い合わせ先／役場観光商工課観光振興係☎４８２‐２９４０（課直通）まで。

矢野�直美（やの�なおみ）さん

「ゆれて　ながれて　であう　幸せ
な瞬間」をテーマに、旅と鉄道と鉄
道に関わる人々を映し続けている。
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弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所

☎４８３‐２１５１

安全・安心なまちづくりの日
みんなで築こう、安全で安心な大地

　

10
月
11
日
㈰
～
20
日
㈫
の
10
日
間「
平
成
27
年
全
国

地
域
安
全
運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

�

息
子
を
名
乗
っ
て「
病
院
に
来
て
い
る
」「
会
社
の
通

帳
を
入
れ
た
か
ば
ん
が
盗
ま
れ
た
」な
ど
と
言
い
、

お
金
を
要
求
し
て
き
た
ら
詐
欺
で
す
！

�「
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
医
療
費
を
還
付
す
る
」「
携
帯
電
話
を
持

っ
て
ス
ー
パ
ー
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ
」「
銀
行
の
担
当
者
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
待
っ
て
い
る
」な
ど
と
言
わ
れ
た
ら
詐
欺

で
す
！

▼�

特
殊
詐
欺
を
防
ご
う
！

　

 

お
金
の
要
求
や
、
も
う
け
話
は
、
安
易
に
信
じ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。怪
し
い
と
感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
警
察

署
や
駐
在
所
、
警
察
相
談
電
話
♯
９
１
１
０
に
相

談
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

女
性
の
犯
罪
被
害
を
防
ご
う
！

　

 

夜
間
に
人
通
り
の
少

な
い
道
を
歩
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。イ
ヤ
ホ
ン
で
音

楽
を
聴
い
た
り
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
操

作
し
た
り
し
な
が
ら

歩
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

～
「
見
る
」安
全

　
　
　
　
　
「
見
せ
る
」安
心

　
　
　
　
　
　
　

秋
の
夕
暮
れ
～

▼
歩
行
者
の
方
へ

　

車
の
ラ
イ
ト
が
見
え
て
も
、ド
ラ
イ
バ
ー
か
ら
あ

な
た
の
姿
が
見
え
て
い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

�

夜
間
に
外
出
す
る
と

き
は
、
持
ち
物
や
身

体
に
必
ず
夜
行
反
射

材
を
着
け
、
光
っ
て

目
立
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

�

自
転
車
を
利
用
す
る
場
合
は
、必
ず
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
と
と
も
に
、夜
光
反
射
材
を
身
に
着
け
ま

し
ょ
う
。

�

外
出
す
る
と
き
は
、で
き
る
だ
け
明
る
い
服
装
に

し
ま
し
ょ
う
。

�

道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、必
ず
信
号
機
や
横
断

歩
道
な
ど
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
転
者
の
方
へ

　

高
齢
歩
行
者
が
被
害
と
な
る
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
も
急
増
し

て
い
ま
す
。

 

年
齢
を
重
ね
る
と
、認
知
・
判
断
・
操
作
の
ス
ピ
ー

ド
や
正
確
さ
、記
憶
力
・
判
断
力
、視
力
な
ど
が
低

下
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

 

意
識
し
て
視
線
を
動
か
す
な
ど
し
て
、歩
行
者
や

標
識
を
早
め
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

 

体
調
が
悪
い
と
き
や
夜
間
・
雨
の
日
の
運
転
は
控

え
ま
し
ょ
う
。

自動車運転免許
更新時講習

期日／10月21日㈬
場所／社会老人福祉センター

▼優良講習／11時30分

▼一般講習／13時

▼違反講習／９時

▼初回講習／14時30分

※�講習は、警察署で免許更新の手続きを
済ませた後に受講してください。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

飲酒運転の根絶

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００�
URL http://www6.marimo.or.jp/k_emc/　10月は8:00～17:00開館　毎週水曜日休館

　

森
林
浴
や

キ
ノ
コ
採
り

な
ど
で
、山
の

中
へ
入
る
機

会
が
増
え
る

時
季
と
な
り

ま
し
た
。今
シ

ー
ズ
ン
は
皆

さ
ん
も
ご
承

知
の
と
お
り
、ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が

多
発
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
ヒ
グ
マ

が
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
し
、短
期
的
な
デ
ー
タ
だ
け
で
増
加

原
因
を
探
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。で

す
が
、行
動

傾
向
や
生

態
を
知
っ

て
お
い
て

損
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

Ｅ
Ｍ
Ｃ

で
は
、町
と

～川湯の森から～

警
察
署
か
ら
発
表
さ
れ
る
情
報
を
も

と
に
、目
撃
地
点
の
一
覧（
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
）を
作
成
し
て
い
ま
す
。

Ｅ
Ｍ
Ｃ
の
建
物
は
奥
行
き
が
約
35
㍍

あ
り
ま
す
が
、
最
高
時
速
60
㌔
で
移

動
可
能
な
ヒ
グ
マ
に
と
っ
て
は
、
２

～
３
秒
で
到
達
で
き
る
範
囲
で
あ
る

こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。こ
の

よ
う
な
驚
異
の
身
体
能
力
に
つ
い
て

も
、展
示
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

万
が
一
、
遭
遇
し
て
し
ま
っ
た
場
合

や
、
そ
も
そ
も
遭
わ
な
い
た
め
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
対
策
も

紹
介
し
て
い
ま
す
。フ
ィ
ー
ル
ド
へ

出
ら
れ
る
前
に
、
ぜ
ひ
Ｅ
Ｍ
Ｃ
へ
お

立
ち
寄
り
い
た
だ
き
、
最
新
情
報
を

入
手
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
秋
を
、
ヒ
グ
マ
に
限
ら
ず
野

生
動
物
と
の
接
し
方
を
考
え
る
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
と
ら
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。家
族
で
話
し
合
っ

て
み
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

野生動物と上手に共存していくために

ＥＭＣでヒグマへの理解を深めて

ユク・カルシ（クマ・キノコ）

　「香りマツタケ味シメジ」といいま

すが、香り、味ともに勝っていると

すれば、マイタケかもしれません。

そもそも、見つけたらうれしくて舞

い踊ってしまうから「舞茸」と名付け

られたとか。アイヌの人たちは「クマ・

キノコ」という表現もしました。採れ

たら雄たけびを上げたとか、来年も

出てくれるように祈りを捧げたと

か、伝承には事欠きません。一塊が

大きくて味も良く、乾燥保存も可

能。山の神（ヒグマ）に匹敵する存在だ

ったのですね。

マイタケ

見
事
な
大
き
さ
の
マ
イ
タ
ケ

　飲酒して運転すると、気が大
きくなってスピードを出し過ぎ
てしまいます。また、注意力が低
下するため信号や歩行者などを
見落としやすくなり、罪のない第三者を巻き込む
重大事故を引き起こす危険性が高まります。
   「ちょっとしか飲んでいないから」
   「すぐ近くだから」　　　　
　安易に飲酒運転すると、一生後悔することにな
ります。

　障がいのある方、ない方、お年寄りから赤ちゃんまで、みんなが楽しめることを目

指した「ふれあい祭り」も、今年で５回目を迎えます。

　パンやスイーツ、たこ焼きなど、町内外の福祉施設の自慢の品が並び、舞台では趣

向を凝らした演目が目白押し！みんなで一緒に食べて、歌って、笑ってふれあいま

しょう。

問い合わせ先／ふれあい祭り実行委員会（藤原）☎４８２‐４４４４

10月11日㈰
10時〜14時30分

社会老人福祉センター

入場料／無料
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公
民
館
講
座「
摩
周
焼
陶
芸
」が
９
月
７

日
、町
公
民
館
講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
、初
め
て
の
方
か
ら
経
験
者
ま

で
30
人
が
参
加
。講
師
の
摩
周
焼
窯
元
・
森

雅
子
先
生
を
は
じ
め
ア
シ
ス
タ
ン
ト
の
皆

さ
ん
の
指
導
で
、自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

作
品
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。受
講

生
の
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
は
、
今
月
行
わ

れ
る
町
総
合
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

　

９
月
14
日
か

ら
25
日
ま
で

「
夏
休
み
児
童

生
徒
作
品
展
」

が
公
民
館
ロ

ビ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
小
・

中
学
生
が
夏
休
み
に
取
り
組
ん

だ
絵
画
や
自
由
研
究
な
ど
を
展
示
。工
夫

を
凝
ら
し
た
作
品
に
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
も

興
味
深
げ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

公
民
館
事
業
「
近
隣
の
ま

ち
を
訪
ね
て
～
羅
臼
・
知
床

方
面
」が
、９
月
26
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
般
の
方
を
対
象
に
、
今

回
初
め
て
企
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。募
集
定
員
35
人
を
は

る
か
に
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
り
、
急
き
ょ
バ
ス
２
台
で

62
人
が
参
加
す
る
大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り

ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
知
床
の
大
自
然

を
体
感
し
、
羅
臼
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
や

知
床
博
物
館
の
見
学
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
同
士
の
交
流
も
深
め
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

東
京
国
際
大
学

駅
伝
部
に
よ
る
ラ

ン
ニ
ン
グ
教
室
が

９
月
５
日
、
弟
子

屈
中
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

同
部
の
夏
季
合

宿
に
合
わ
せ
て
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
小
・
中
学
生
48
人
が

参
加
。大
志
田
秀
次
監
督（
箱
根
駅
伝
８
区

区
間
賞
、
ア
ジ
ア
大
会
１
千
５
０
０
㍍
優

勝
）や
選
手
27
人
の
指
導
の
下
、
ウ
オ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
か
ら
ド
リ
ル（
反
復
練
習
）、

フ
ォ
ー
ム
チ
ェ
ッ
ク
や
ダ
ッ
シ
ュ
な
ど
、

速
く
走
る
た
め
の
知
識
を
学
び
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

■
全
国
大
会
出
場

▼�

第
31
回
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
選

手
権
大
会（
10
月
16
日
か
ら
名
古
屋
市
）

野
下
ち
は
る（
弟
子
屈
高
校
２
年
）

■
全
道
大
会
出
場

▼�

第
31
回
北
海
道
高
等
学
校
新
人
陸
上

競
技
大
会（
９
月
16
日
か
ら
室
蘭
市
）西

田
千
種（
弟
子
屈
高
校
２
年
）、
野
下
ち

は
る（
同
）

▼�

第
37
回
北

海
道
高
等

学
校
秋
季

テ
ニ
ス
大

会（
10
月
５

日
か
ら
旭

川
市
）星
川

海
斗
、杉
山

圭
吾
、佐
藤

晴
紀
、河
上

勉
、久
保
瑠

賀
、井
上
俊

み
ん
な
の
活
躍
を
紹
介
　

 

哉
、
常
陸
幹
太
、
清
水
皓
太
、
大
浦
綾

花
、上
野
絵
里
奈
、布
施
な
つ
み
、阿
部

奈
央
子
、
原
朱
里
（
以
上
弟
子
屈
高
校

２
年
）、
土
屋
柾
、
坂
田
岳
斗
、
岡
田
紗

夜
、渡
邊
華
加
、深
谷
梨
緒（
以
上
同
１

年
）

▼�

第
22
回
北
海
道
中
学
校
新
人
陸
上
競

技
大
会（
９
月
20
日
か
ら
北
見
市
）松
田

瑠
衣（
弟
子
屈
中
学
校
２
年
）、
古
舘
桃

奈（
同
１
年
）

■
全
国
大
会
結
果

▼�

第
３
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選

抜
大
会（
８
月
29
日
か
ら
大
阪
市
）西
田

健
修（
弟
子
屈
高
校
３
年
）八
種
競
技
・

第
６
位

■
全
道
大
会
結
果

▼�

第
17
回
北
海
道
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技

選
手
権
大
会（
９
月
６
日
・
帯
広
市
）▽
濱

岡
凌
平（
弟
子
屈
中
学
校
３
年
）ジ
ャ
べ

リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
第
４
位
・
Ａ
１
０
０
㍍

予
選
敗
退
▽
小
泉
七
海（
同
）ジ
ャ
べ
リ

　

 

ッ
ク
ス
ロ
ー
予
選
敗
退
▽
古
舘
桃
奈

（
同
１
年
）Ｃ
８
０
０
㍍
第
５
位
▽
太
田

愛
菜（
同
）Ｃ
走
り
幅
跳
び
予
選
敗
退

　

10
月
28
日
か
ら
、
弟
子
屈
高
校
と
町
公

民
館
の
連
携
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

　

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
数

学
・
理
科
・
体
育
な
ど
、い
ろ
い
ろ
な
講
座

を
用
意
。簡
単
な
実
験
な
ど
、
楽
し
く
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

詳
し
く
は
近
日
中
に
、
新
聞
折
り
込
み

チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎
４
８

　

２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

開
講
し
ま
す
！

弟
子
屈
高
校
・
公
民
館
連
携
講
座

第
２
回

公
民
館
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　

公
民
館
サ
ー
ク
ル
を

は
じ
め
、社
会
教
育
事
業

活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆

さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
は
、し
ら
か
ば
合

唱
会
、摩
周
子
ど
も
お
こ
と
教
室
、お
こ
と

の
指
導
を
さ
れ
て
い
る
生
田
流
琴
友
会
、

特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
弟
子
屈
中
学
校
の

文
化
祭
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
、

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
３
ク
ラ
ス
の
生
徒

の
皆
さ
ん
が
出
場
し
ま
す
。皆
さ
ん
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
／
10
月
17
日
㈯　

13
時
か
ら

▼
場
所
／
町
公
民
館 

講
堂

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎
４
８

　

２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

森先生（中央）の指導を仰いで

「
生
き
が
い
講
座
」で
学
ん
で
い
ま
す

　

弟
子

屈
学
級

で
は
９

月
６
日

「
近
隣

市
町
村

を
知
ろ

う
」
を

テ
ー
マ

に
浜
中

町
を
訪

問
。
き

り
た
っ

ぷ
岬
ま
つ
り
で
浜
中
町
の
食
を
楽
し
ん

だ
ほ
か
、
霧
多
布
湿
原
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

川
湯
学
級
で
は
９
月
18
日
、
鶴
居
村
の

皆
さ
ん
と
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
交
流
会
を

川
湯
で
開
催
。み
ん
な
で
心
地
よ
い
汗

を
流
し
ま
し
た
。ま
た
、
昼
食
時
間
に
は

ゲ
ー
ム
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

公民館ロビー展

力作ぞろいの児童生徒作品展

東京国際大学駅伝部の指導を受ける

▼ �日時／11月28日㈯　
　　　　９時30分から

▼場所
　摩周観光文化センター

▼対象
　町内在住の小・中学生

▼ �申込締切日／11月20日㈮
※ 当日は運動に適した服装で、
上靴を用意してください。

❑ 申し込み・問い合わせ先／町
教育委員会社会教育課体育
振興係☎４８２‐２９４８

（課直通）まで。
昨
年
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会

前回のミニコンサート

楽しくプレー
した後はゲー
ムで交流
（川湯学級）

きりたっぷ岬まつりの会場で（弟子屈学級）

　

公
民
館
講
座「
手
さ
げ
か
ば
ん
づ
く
り

講
座
」が
９
月
９
日
、16
日
の
２
回
に
わ
た

り
、町
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
座
に
は
18
人
が
参
加
。講
師
の
高
橋

加
代
子
さ
ん
を
は
じ
め
ア
シ
ス
タ
ン
ト

の
皆
さ
ん
の
指
導
の
下
、
キ
ル
ト
を
使
っ

て
手
さ
げ
か
ば
ん
を
作
り
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
好
み
の
生
地
で
作
っ
た
か
ば
ん

一
つ
一
つ
が
、
温
か
い
作
品
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

思い思いの作品作りに没頭

　

町
教
育
委
員
会
主
催
の
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
教
室
が
９
月
１
日
、
弟
子
屈
小
学

校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
、
52
人
が
参
加
。町
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
の
指
導
の
下
、
体
力
測
定
と

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
ミ
ニ
テ
ニ
ス
・
ド
ッ
ジ

ビ
ー
）を
行
い

ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ

ー
ツ
は
、
11
月

に
町
内
各
地
域

で
開
催
す
る
地

域
巡
回
ス
ポ
ー

ツ
教
室
で
も
行

い
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催

ニュースポーツに親しむ参加者

教育長を表敬訪問した弟子屈高校の皆さん

　

町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
田
中
麻
実
さ
ん
が

８
月
29
日
、
釧
路
管
内
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議

会
か
ら
平
成
27
年
度
功

労
者
表
彰
を
受
け
ま
し

た
。

　

田
中
さ
ん
は
、
２
０
０

４
年
か
ら
町
体
育
指
導

委
員（
現
・
町
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
）と
し
て
活
躍
。こ

れ
ま
で
、
管
内
の
評
議
員

を
務
め
る
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
尽

力
し
た
と
し
て
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま

し
た
。

　

表
彰
式
後
、田
中
さ
ん
は「
大
変
重
み
の

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
か
ら

も
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と
し
て
、
弟
子
屈

町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
頑
張
り
た
い
」
と
、
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

表彰状を手に喜びを語る田中さん

広報てしかが 2015.10　22
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みこしの声 威勢よく
弟子屈神社例大祭
川湯神社例大祭

　

弟
子
屈
神
社
例
大
祭
が
、８
月
19
日

か
ら
21
日
に
か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
に
行
わ
れ
た
パ
レ
ー
ド
に
は
、

本
み
こ
し
や
弟
子
屈
小
学
校
の
児
童

に
よ
る
子
ど
も
み
こ
し
、


と
う

別べ
つ

獅
子

舞
、
バ
ト
ン
ト
ワ
ラ
ー
弟
子
屈
教
室
、

北
響
太
鼓
な
ど
が
参
加
し
、町
内
を
練

り
歩
き
ま
し
た
。途
中
、
数
カ
所
で
行

わ
れ
た
バ
ト
ン
や
獅
子
舞
、太
鼓
の
披

露
に
は
、訪
れ
た
観
客
か
ら
た
く
さ
ん

の
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
神
社
前
に
は
た
く
さ
ん
の
出
店

が
並
び
、
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

８
月
27
日
か
ら
29
日
に
は
、
川
湯
神
社

例
大
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

28
日
に
行
わ
れ
た
み
こ
し
行
列
で
は
、

本
み
こ
し
や
子
ど
も
み
こ
し
が
威
勢
の
よ

い
掛
け
声
と
と
も
に
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

29
日
に
は
、
川
湯
神
社
境
内
で
奉
納
相

撲
大
会
が
行
わ
れ
、川
湯
の
保
育
園
児
・
児

童
が
熱
戦
を
展
開
。訪
れ
た
保
護
者
な
ど

か
ら
盛
ん
に
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。祭りを盛り上げた川湯ばやし

子どもみこしも元気にパレード
（右上）

たくさんの観客の前で
別獅子舞を披露（上）

活気あふれる弟子屈神社みこし
（右）

　

南
弟
子
屈
地
域
活
性
化

協
議
会（
小
澤
重
則
会
長
）

の
第
３
回
Ｗ
Ｇ（
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
）会
議
が
９
月

１
日
、旧
昭
栄
小
学
校
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、住
民
主
体

の
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

て
４
月
に
設
立
。同
校
を
拠

点
に
、地
域
の
将
来
像
と
行

動
計
画
の
策
定
に
向
け
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

初
め
に
、同
協
議
会
の
事
務
局
を
務
め
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
炭
田
晃
希
さ
ん
を

中
心
に
、前
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の

振
り
返
り
を
行
い
ま
し
た
。次
に
、会
議
の

ル
ー
ル
に
つ
い
て
確
認
。そ
の
後
、参
加
者

は
、地
域
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、現
在

困
っ
て
い
る
こ
と
や
今
後
心
配
な
こ
と
、こ

れ
か
ら
守
り
た
い
も
の
、育
て
た
い
も
の
を

書
き
出
し
ま
し
た
。不
安
面
で
は
、少
子
高

齢
化
に
伴
う
介
護
・
福
祉
の
問
題
や
空
き

家
の
増
加
な
ど
が
、
守
り
た
い
も
の
に
は

豊
か
な
自
然
や
伝
統
芸
能
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
今
後
は
地
域
の
誇
り
や
に
ぎ
わ
い
を

育
て
た
い
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

第
４
回
Ｗ
Ｇ
会
議
は
９
月
15
日
、
旧
昭

栄
小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。参
加
者
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ほ
か
、
地
域
資

源
発
掘
調
査
の
た
め
本
町
を
訪
れ
て
い
た

和
歌
山
大
学
観
光
学
部
の
学
生
９
人
が
、

自
分
た
ち
で
見
つ
け
た
本
町
の
魅
力
に
つ

い
て
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

（
３
ペ
ー
ジ「
協
力
隊
通
信
」参
照
）

地域が目指す将来像描いて
南弟子屈地域活性化協議会
第３回・第４回ＷＧ会議

地域の課題や展望について意見を交換

自分の足で探した弟子屈の魅力を発表する和歌山大学の学生

勇ましい川湯神社みこし（右）
川湯保育園児も元気よく（下）

町 の 話 題

町 の 話 題

悩んでいる人を救いたい
自殺予防ゲートキーパー養成講座

　

町
主
催
の
自
殺
予
防

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
研
修

会
が
９
月
３
日
、町
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
殺
予
防
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
と
は
、悩
ん
で
い

る
人
に
気
づ
き
、声
を
か

け
、
話
を
聞
い
て
、
必
要

な
支
援
に
つ
な
げ
る「
見

守
る
人
」の
こ
と
で
す
。地

域
の
皆
さ
ん
に
、
こ
の

「
見
守
る
人
」に
な
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、町
の
保

健
師
が
自
殺
に
結
び
つ
く
病
気
や
本
町
の

現
状
に
つ
い
て
説
明
し
た
ほ
か
、
参
加
者

に
よ
る
役
割
練
習
も
実
施
。悩
ん
で
い
る

方
へ
の
声

か
け
や
、

必
要
な
支

援
に
つ
な

げ
て
い
く

対
応
を
学

び
ま
し
た
。

　

同
講
座

は
、
７
月

28
日
に
も

町
の
健
康

づ
く
り
推

進
員
を
対

象
に
行
わ

れ
て
い
ま

す
。

　

第
２
回
て
し
か
が
創

生
委
員
会
が
９
月
３
日

に
役
場
で
、
第
３
回
委

員
会
が
９
月
30
日
に
摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
町
が

今
年
度
中
の
策
定
を
目

指
す
弟
子
屈
版
総
合
戦

略「
て
し
か
が
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
」

に
か
か
る
町
長
の
諮
問
機
関
で
、
８
月
に

設
立
。町
民
の
皆
さ
ん
や
外
部
有
識
者
の

方
な
ど
、20
人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
委
員
会
で
は「
町
人
口
ビ
ジ
ョ

ン（
案
）」と
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
担
当
者

が
説
明
。説
明
を
受
け
て
、委
員
が
意
見
を

交
わ
し
ま
し
た
。委
員
か
ら
は「
Ｕ
タ
ー
ン

を
増
や
す
た
め
に
も
、
ふ
る
さ
と
教
育
の

充
実
が
大
切
」「
移
住
・
定
住

へ
の
取
り
組
み
の
拡
充
を
」

「
産
業
間
連
携
を
進
め
る
べ

き
」な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
４
回
委
員
会
は
11
月

13
日
㈮　

10
時
30
分
か
ら
、

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
ま
す
。委
員
会
は

公
開
制
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
の
で
、皆
さ
ん
も
聴
き
に

来
ま
せ
ん
か
。詳
し
い
日
程

は
、広
報
て
し
か
が
11
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マチの将来ビジョンを議論
てしかが�まち・ひと・しごと創生

てしかが創生委員会

原委員長（中央）の進行でマチの将来像について議論

さまざまな意見が出された創生委員会

悩んでいる方への声かけを実践する受講者の皆さん

健康づくり推進員の皆さんも講座を受講
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長寿祝い長年の貢献に感謝
町内各地で敬老会

　

弟
子
屈
高
校（
木
村
浩
士
校
長
）の
３
年

生
に
よ
る
議
会
発
表
・
町
政
提
言
が
９
月

16
日
、役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で

地
域
探
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。今
回

の
発
表
は
、３
年
間
の
研
究
の
集
大
成
と
い

う
位
置
づ
け
。ふ
る
さ
と
弟
子
屈
の
現
状
を

把
握
し
、マ
チ
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の
方
策

を
考
え
て
き
た
生
徒
た
ち
が
、
地
域
課
題

研
究
と
観
光
振
興
の
２
つ
の
テ
ー
マ
で
、

德
永
町
長
や
小
林
教
育
長
、
八
幡
町
議
会

議
長
な
ど
を
前
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
域
課
題
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
２
つ

の
グ
ル
ー
プ
は
、
本
町
の
人
口
増
加
を
目

指
し
た
政
策
を
提
言
。豊
か
な
温
泉
を
利

用
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
建
設
や
、
観
光

学
部
・
環
境
学
部
を
備
え
た
大
学
の
設
立
を

提
案
し
ま
し
た
。

　

観
光
振
興
策
に
つ
い
て
は
、
同
校
が
毎

年
取
り
組
む「
全
国
高
校
生
観
光
プ
ラ
ン
コ

ン
テ
ス
ト
」提
出
プ
ラ
ン
の
中
か
ら
、２
つ

を
紹
介
。都
会
の
親
子
連
れ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
た
プ
ラ
ン
、
ア
イ
ヌ
文
化
に
触
れ

る
プ
ラ
ン
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、生
徒
会

長
の
川
本
友
華
さ

ん
が
德
永
町
長
に

提
言
書
を
手
渡
し
、

提
言
を
終
了
。德
永

町
長
は「
提
言
を
受

け
止
め
、人
口
増
加

を
実
現
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

ぼくらが考えるマチの活性化
弟子屈高校生による議会発表・町政提言

　

９
月
21
日
の
敬
老
の
日
に
ち
な

み
、
長
年
の
社
会
貢
献
と
長
寿
を

祝
う
敬
老
会
が
、
町
内
各
地
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
11
日
に
は
、
養
護
老
人
ホ

ー
ム
倖
和
園
と
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
摩
周
の
合
同
敬
老
会
が
倖
和

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。会
で
は
、德

永
町
長
の
あ
い
さ
つ
、
八
幡
町
議

会
議
長
の
お
祝
い
の
言
葉
に
続
い

て
、
米
寿（
88
歳
）、
白
寿（
99
歳
）を
迎
え
た

方
に
祝
い
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

９
月
19
日
に
は
、弟
子
屈
町
睦む

つ
み

会（
金
子

ひ
で
子
会
長
）主
催
の「
第
67
回
弟
子
屈
市

街
地
区
敬
老
会
」が
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
、約
３
０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。会
で

は
、德
永
町
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、八
幡

町
議
会
議
長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。ま
た
、古
希（
70
歳
）、喜
寿（
77

歳
）、
米
寿
、
白
寿
を
迎
え
た
方
に
祝
い
品

が
贈
呈
さ
れ
た
ほ
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
日
、
屈
斜
路
自
治
会（
金
澤
賢
二
会

長
）で
も
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。屈
斜

路
研
修
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
敬
老
会
で
は
、古

希
、
喜
寿
、
米
寿
を
迎
え

た
方
に
祝
い
品
を
贈
呈
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

和
琴
小
学
校（
鳴
海
厚
校

長
）児
童
に
よ
る「
和
っ
子

ソ
ー
ラ
ン
」な
ど
が
披
露

さ
れ
、出
席
し
た
皆
さ
ん

が
楽
し
み
ま
し
た
。

祝い品を受け取る皆さん（老人ホーム）

自分たちが考えた政策を提言する生徒たち

生徒会長の川本さん（右）から德永町長に提言書が

町 の 話 題

町 の 話 題

　朝日１丁目の㈲摩周ハイヤ
ー（村岡幸雄代表取締役）社屋の
壁面に８月19日、アーティス
ト野田智之さんの作品「動く壁
画」が設置されました。

　てしかがえこまち推進協議会アート＆アド部会（行木衆児
部会長）の「てしかが劇的ARtばらばら計画」の一環で設置さ
れたもの。町中に芸術作品を配置しようという事業で、同社
が計画に賛同し、依頼していました。野田さんは、動きのあ
る作品を得意とする芸術家。同社の動く壁画も、夜間にはラ
イトアップされ、作品が動きます。皆さんも一度、ご覧にな
ってみませんか。また、制作の様子はhttps://youtu.be/82Uim
A5SS5Qからご覧いただけます。

８月19日

町中をアートでいっぱいに

摩周ハイヤーに「動く壁画」が完成

　チームくっしゃろ（斎
藤敬子代表）主催のくっ
しゃろ講座第３回「外来
種が教えてくれること」
が８月１日、和琴半島周
辺で行われました。

　チームくっしゃろは４月設立の地域活動団体で、地域の
文化や自然などに理解を深めてほしいと、定期的に講座を
開催しています。今回は、町内の外来種の現況を知ってほし
いと開催されたもの。初めに、環境省川湯自然保護官事務所
の串田卓弥自然保護官から、町内の外来種についての説明
がありました。その後、参加者は屈斜路湖でウチダザリガニ
の捕獲に挑戦。自然保護への思いを新たにしました。

外来種と地域の自然について理解を深めて

くっしゃろ講座でウチダザリガニを駆除

　振り込め詐欺などの特殊詐
欺と飲酒運転の撲滅を呼びか
ける暑中・残暑見舞いはがき
「かもめーる」の配達出発式が８
月17日、弟子屈郵便局（藤原将
男局長）で行われました。

　特殊詐欺への警戒、飲酒運転防止を啓発するメッセージが
書かれたはがきを町内全戸に配布する取り組み。弟子屈防
犯協会（田中富士男会長）や弟子屈警察官友の会（髙田中会長）、
弟子屈町商工会など20の団体や企業が賛同しました。
　出発式には立山登弟子屈警察署長や桐木茂雄弟子屈町商
工会長など約20人が出席。はがきは８月17～19日の３日間
で町内各家庭に配達されました。

特殊詐欺と飲酒運転撲滅をはがきで呼びかけ

弟子屈郵便局でかもめーる配達出発式

ウ
チ
ダ
ザ
リ
ガ
ニ
を
探
す
参
加
者

横
幅
10
㍍
ほ
ど
の
巨
大
な
壁
画

　今井林業
㈱（西村良雄
代表取締役）
の皆さんが
８月29日、美
留和小学校
の環境整備
を行いまし
た。

　子どもたちの喜ぶ顔が見たいと、社会貢献活動の一環と
して行ったもので、社員６人が参加。作業用機械を使って、
建物に隣接する大木の伐採や高枝払いの作業を丁寧に行い
ました。

８月29日

地域の役に立ちたい

今井林業が美留和小学校の環境整備

　郵政事業に長年貢献した
として、絵手紙摩周湖（高橋加
代子代表）の皆さんに日本郵
便北海道支社長感謝状が、野

の花押し花サークル（中川玲子代表）の皆さんに弟子屈郵便局
長感謝状が贈られました。今年度の支社長感謝状は２団体
１個人のみの受賞。贈呈式は８月24日、弟子屈郵便局で行わ
れ、藤原将男局長から感謝状と記念品が手渡されました。
　絵手紙摩周湖は2001年から同局や道の駅摩周温泉などで
作品展を開催しているほか、町公民館講座の講師も務めて
います。野の花押し花サークルも2008年から同局で作品展
を開催しており、両団体とも手紙文化の普及に貢献したと
して今回の受賞となりました。

郵政事業に多大な貢献

「絵手紙摩周湖」「野の花押し花サークル」に感謝状
重
機
を
使
っ
て
丁
寧
に
作
業

８月24日

は
が
き
を
受
け
取
っ
て
出
発

受
賞
者
の
皆
さ
ん

８月１日

８月17日

このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

德永町長から祝い品が（弟子屈市街地区）

子どもたちの演技に見入る（屈斜路自治会）
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このページは皆さんからの

情報で作られています。

どのような情報でもすぐに

かけつけます。

お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課政策調整係☎４８２-２９１３（課直通）

　防火パークゴルフ大会
（同実行委員会主催）が９月
３日、川湯パークゴルフ場
で開催され、41人が、熱い
戦いを繰り広げました。

　川湯防火管理協議会と弟子屈消防署川湯支署でつくる実
行委員会の主催で、同協議会の活動周知と防火意識の向上
を目的に毎年開催されています。消火器やＡＥＤの使い方
についての説明では、多くの質問が上がるなど、意欲的な様
子がうかがえました。大会結果は次のとおりです。（敬称略）

▼男子／優勝・三浦裕司、準優勝・横田憲治、３位・酒井保

▼女子／優勝・乙戸良子、準優勝・二日市郁子、３位・加藤文江

▼ホールインワン賞／加藤文江

９月３日

楽しみながら火の用心

防火パークゴルフ大会で熱い戦い

　ＪＡ摩周湖（川口覚
組合長）と摩周そば生
産組合（猪狩広昭組合
長）が主催する「第９回
ＪＡ摩周湖農業祭　
たぶん日本で一番早

い新そば祭り」が８月29・30の両日、ＪＡ摩周湖前で開催され、
町内外から訪れた多くの方でにぎわいました。
　会場では「摩周そば生産組合」「札幌愛好会」「達

だる

磨
ま

グループ」
が、弟子屈産のそば粉を使った、打ちたて、ゆでたての新そ
ばを提供し、新そばを求める方で長蛇の列が。また、農産物
即売や多彩なイベントのほか、本町の姉妹都市・鹿児島県日置
市の黒毛和牛を販売する和牛祭りも行われました。

打ちたての新そばに舌鼓

たぶん日本で一番早い新そば祭り

　おひさま
保育園（元山
久美子園長）
の運動会が
８月30日、同
園グラウン
ドで開催さ
れました。
今年度の町

内の運動会では、同園が最後の開催です。
　好天にも恵まれ、園児は元気いっぱい。かけっこや趣向を
凝らした団体競技、お遊戯など練習の成果を披露し、保護者
などから大きな声援が送られました。

町内で最後の開催

おひさま保育園の運動会

そ
ば
店
の
前
に
出
来
た
行
列

　第12回子どもフ
ェスティバル（同実
行委員会主催）が９
月５日、町公民館で
開催され、多くの子
どもたちが訪れま
した。

　今年は、釧路教育大学生による「滑車の力」と題した科学遊
びや弟子屈高校ジュニアリーダーによる「ペットボトルボウ
リング」、てしかが自然学校による「たきび広場」でのマシュ
マロ焼きなどが行われました。天候にも恵まれ、会場には多
くの親子連れなどが集まり大盛況。また、３歳児健診でむし
歯のなかったお子さんの表彰式も行われました。

たくさんの子どもたちでにぎわう

子どもフェスティバルを開催

９月５日

楽
し
み
な
が
ら
防
火
意
識
高
め
て

　９月から道の駅摩周温泉の
展示内容が変わりました。
　１階イベントコーナーで
は、小原恵子さんのフェルト
の壁掛けを展示。１階ギャラ
リーでは高橋米子さんとフォ
ト仲間の皆さんによる道東の
風景と野生動物の写真展が、
２階では香月さんによる水墨
画展「命の鼓動」がそれぞれ行
われています。10月31日㈯ま
で開催されていますので、一
度ご覧になってみませんか。

力作を見に来ませんか

道の駅摩周温泉で企画展

９月１日～

　札幌交響楽
団弟子屈公演
「摩周湖ブル
ーコンサー
ト」（同実行委
員会・北海道
新聞社主催）

が９月11日、摩周観光文化センターで行われました。
　同センターの開館30周年を記念して開催されたもの。札
響の弟子屈公演は５年ぶりです。指揮者は藤岡幸夫さん。ブ
ラームスのハンガリー舞曲や、オッフェンバックの天国と
地獄など、よく知られた曲を中心に演奏され、詰めかけたク
ラシックファンを魅了しました。

９月11日

オーケストラに酔いしれる

札幌交響楽団による摩周湖ブルーコンサート

　平成27年度弟
子屈・川湯消防秋
季合同演習が９
月６日、摩周観
光文化センター
前と町営スケー
トリンク場で行
われました。

　消防団員の技術向上と地域の防火意識高揚のため毎年行
われているもので、消防職員や消防団員、関係者など約150
人と消防車両が参加。観閲式や分列行進、消防技能競技会な
どを行い、日頃の訓練の成果を披露しました。参加者は演習
を通して、防火意識を新たにしていました。

日頃の訓練の成果を披露

弟子屈・川湯消防団の秋季合同演習

　道立教育研究所
附属理科教育セン
ター主催の移動理
科教室が９月９日、
奥春別小学校（中村
凉子校長）で行われ
ました。

　同センターが道内各地を回って開催しているもので、研修
主事の成田一之慎さん、佐藤大さん、秋里泰紀さんが講師と
して来校。美留和・和琴両小学校の児童も同校に集まり、合同
で授業を受けました。児童は、低・中・高学年の３グループに分
かれて、膨らむスライム作りやアンモナイトの複製品作り、
化石探しなどに挑戦。一味違う理科授業を楽しみました。

楽しみながら科学の不思議に触れる

奥春別小学校で移動理科教室

消
防
技
能
競
技
大
会
で
訓
練
成
果
を
発
揮

町
内
外
か
ら
６
０
０
人
が
会
場
に

　摩周観光文化セ
ンター内でレスト
ラン摩周を経営す
る和田義光さんが
９月15日、養護老
人ホーム倖和園と
特別養護老人ホー
ム摩周の入所者を

招待し、約100人に摩周そばを振る舞いました。
　敬老の日を前に感謝の意を込めて行ったもので、今年で
３回目です。同店のそばは、ちょうど新そばに変わったばか
り。楽しみにしていた皆さんは「おいしい」と、うれしそうに
そばをすすっていました。

９月15日

おいしいおそばを楽しんでください

レストラン摩周が老人ホーム入所者を招待

　てしかが自然
学校（萩原寛暢代
表）主催の「原野の
もりの木育ひろば」
が９月13日、弟子
屈原野で行われ
ました。

　道認定木育マイスターで自然体験活動などのコーディネ
ートを行う萩原さんが、自然とのふれあいと参加者同士の
交流の場として企画したもので、町内の親子など24人が参
加。地場産ジャガイモでの焼きイモや、たき火を使った焼き
マシュマロを味わったり、ササ刈りをしたカラマツ林内の
ひろばで木や森とのふれあいを楽しんだりしました。

森とふれあい人とふれあう

原野のもりの木育ひろば
手
打
ち
の
新
そ
ば
を
楽
し
む
皆
さ
ん

９月13日

ス
ラ
イ
ム
を
ス
ト
ロ
ー
で
膨
ら
ま
す
児
童

森
の
ひ
ろ
ば
で
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち

　弟子屈消防署
主催の救急フェ
ア2015�in�摩周が
９月５日、道の駅
摩周温泉で開催
されました。
　９月９日の
「救急の日」を前

に、いざというときの応急処置を学んでもらおうと開催さ
れたもの。参加した方は、心肺蘇生法のほかＡＥＤ（自動体外
式除細動器）の使い方や骨折処置などを学び、救急時への備え
を再確認していました。また、救急車内の見学や非常食の試
食も行われました。

いざというときに備えて

救急フェアで応急手当などを学ぶ
心
肺
蘇
生
法
な
ど
を
学
ぶ
参
加
者

９月５日９月６日

９月９日

８月29・30日

趣
向
を
凝
ら
し
た
遊
び
コ
ー
ナ
ー

８月30日

お
母
さ
ん
と
一
緒
で
う
れ
し
い
ね

さ
ま
ざ
ま
な
展
示
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
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特
定
疾
患
者
に
通
院
交

通
費
の
一
部
を
助
成

　

町
で
は
、
人
工
透
析
を
し
て
い
る

方
や
、成
人
・
小
児
で
北
海
道
が
定
め

る
難
病
・
肝
炎
な
ど
に
か
か
り
医
療

受
給
者
証
を
受
け
て
い
る
方
に
対

し
、
通
院
時
に
か
か
っ
た
交
通
費
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

対
象
や
助
成
額
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推
進

課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐
２
９

　

３
５（
課
直
通
）ま
で
。

地
場
産
食
材
を
使
っ
て

調
理
実
習

　

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
の
シ

ェ
フ
を
講
師
に
招
き
、本
町
の
食
材
を

使
用
し
た
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時

 

１
回
目
／
10
月
14
日
㈬　

13
時
30

分
～
16
時
30
分　
　

 

２
回
目
／
10
月
15
日
㈭　

９
時
30

分
～
12
時
30
分

▼ 

場
所
／
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

２
階　

調
理
室

▼
定
員
／
各
回
16
人

▼
参
加
料
／
３
０
０
円

▼ 

申
し
込
み
締
め
切
り
／
10
月
９
日

㈮
❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
役

場
健
康
推
進
課
健
康
推
進
係
☎
４

　

８
２
‐
２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

文
化
セ
ン
タ
ー
使
用
に

係
る
会
議
を
開
催

　

摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
の
冬
季

ア
リ
ー
ナ
使
用
に
関
す
る
打
ち
合
わ

せ
会
議
を
開
催
し
ま
す
。

　

新
た
に
使
用
を
希
望
す
る
団
体
は
、

同
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
／
10
月
14
日
㈬　

19
時

▼ 

場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

２
階　

研
修
室

▼ 

内
容
／
11
月
１
日
㈰
～
平
成
28
年

５
月
30
日
㈪
の
使
用
割
り
当
て
会

議
。（
日
曜
日
を
除
く
18
時
～
21
時

に
使
用
を
希
望
す
る
団
体
対
象
）

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
摩
周
観
光
文
化

セ
ン
タ
ー
☎
４
８
２
‐
１
８
１
１

ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　

 

／
月
～
金
曜
日
の
９
時
～
17
時

▼ 

精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
10
月
16
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所
２
階
相
談
室

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
精
神
保
健
福
祉
係
☎
０
１
５

　

４

１
２
３
３（
代
表
）ま
で
。

　
月
19
日
～
25
日
は
行

政
相
談
週
間
で
す

　

行
政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
と
行

政
の
パ
イ
プ
役
で
す
。「
道
路
が
で
こ

ぼ
こ
に
な
っ
て
い
る
の
で
補
修
し
て

ほ
し
い
」「
登
記
や
社
会
保
険
に
つ
い

て
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
る
」「
役
所
に

相
談
し
た
い
が
、
ど
こ
の
窓
口
に
行

け
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
の

相
談
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。国
の
行
政

な
ど
に
関
す
る
相
談
を
、
行
政
相
談

委
員
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

行
政
相
談
委
員
が
、住
民
の
皆
さ
ん

か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、

要
望
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。相

談
は
無
料
で
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
期
日
／
10
月
15
日
㈭

▼
時
間
・
場
所


10
時
～
正
午
＝
川
湯
消
防
会
館

 

13
時
～
15
時
＝
屈
斜
路
研
修
セ
ン

タ
ー

　

相
談
は
行
政
相
談
所
以
外
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
行
政

相
談
委
員
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼ 

弟
子
屈
町
行
政
相
談
委
員
／
粥
川

豪
さ
ん
☎
４
８
２
‐
２
８
５
５

▼ 

苦
情
１
１
０
番
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
／
行
政
苦
情
１
１
０
番
☎
０
５

　

７
０
‐
０
９
０
１
１
０

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
環
境
生
活

課
生
活
係
☎
４
８
２
‐
２
９
３
４

（
課
直
通
）ま
で
。

10月　アリーナ町民開放日

文 化 セ ン タ ー ガ イ ド

◎＝全面　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

日

日
区　

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

19 21 22 23 25 26 27 28 29 30

水 日土金 火 水月日土金 木

月土 火 水 金木 火 水 金木月日土 土日
20

月木 木

17 18 24 31

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎４８２‐１８１１

16
金

日
１

○

◎ ◎

◎ ◎

ウオーキング教室（雨天時）

今月の主な行事予定
３日
４日

野球教室（雨天時）
弟子屈町民バドミントン大会兼交流大会

10日
摩周ふれあいスポーツクラブ「ミニテニス大会」11日

25日 第66回弟子屈町総合文化祭
エホバの証人の北海道第２巡回区大会17・18日

12日 アイランドバトンクラブ

◎

火
休 休

休 休

○

○ ○ ○

区　

分

９月９日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

休
日
公
証
相
談
を
行
い

ま
す

▼ 

日
時
／
10
月
25
日
㈰　

10
時
～
16

時
▼ 

場
所
／
釧
路
公
証
人
役
場（
釧
路
市

末
広
町
７
丁
目
２
番
地 

金
森
ビ
ル
）

▼ 

相
談
内
容
／
遺
言
、相
続
、任
意
後

見
、尊
厳
死
宣
言
、お
金
の
貸
し
借

り
、
賃
貸
借
、
離
婚
に
伴
う
養
育

費
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
な
ど
。

▼
相
談
料
／
無
料

▼ 

申
し
込
み
方
法
／
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
10
月
23
日
㈮
ま
で
に

電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
公

証
人
役
場
☎
０
１
５
４

１
３
６

　

５
ま
で
。

脳
外
傷
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
講
習
会
開
催

　

交
通
事
故
な
ど
に
よ
る
脳
外
傷
や

脳
卒
中
、
脳
炎
な
ど
に
よ
り
、
記
憶
や

感
情
に
障
が
い
が
起
き
る
高
次
脳
機

能
障
が
い
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

日
時
／
10
月
31
日
㈯　

13
時
10
分

～
17
時（
受
け
付
け
12
時
30
分
～
）

▼ 

場
所
／
ア
ク
ア
ベ
ー
ル（
釧
路
市
栄

町
８
‐
３
）

▼
内
容

 

講
演「
高
次
脳
機
能
障
が
い
者
の

家
族
か
ら
望
む
こ
と
」イ
ラ
ス
ト
レ

ー
タ
ー　

柴
本 

礼 

氏

 

グ
ル
ー
プ
意
見
交
換
会

▼
参
加
料
／
無
料

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
実
行
委
員
会
事

務
局　

社
会
福
祉
法
人
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ー
ト
釧
路
☎

０
１
５
４

７
４
０
０
ま
で
。

　
月
は
不
正
軽
油
防
止

強
化
月
間

　

不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
引
き
取
り

税
を
脱
税
す
る
た
め
に
、
軽
油
に
灯

油
や
重
油
な
ど
を
混
ぜ
た
燃
料
油
を

い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
の
話
を
聞
い
た
り
、
給

油
す
る
と
こ
ろ
を
目
撃
し
た
り
し
た

と
き
は
、不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１

０
番
☎
０
８
０
０
‐
８
０
０
２
‐
１
１

０（
通
話
料
無
料
）ま
で
、ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
総
合
振
興

局
地
域
政
策
部
課
税
課
事
業
税
間

税
係
☎
０
１
５
４

９
１
６
５
ま

で
。自

賠
責
の
期
限
切
れ
に

気
を
つ
け
て

　

２
０
１
４
年
の
交
通
事
故
発
生
件

数
は
約
57
万
件
、
死
傷
者
数
は
約

71
万
人
。交
通
事
故
は
人
ご
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
自
動
車
損

害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、
原
動
機

付
自
転
車
を
含
む
全
て
の
自
動
車
１

台
ご
と
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。交
通
事
故
の
際
の
基
本
的

な
対
人
賠
償
が
目
的
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で
運
行

す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
国
土
交
通
省
北

海
道
運
輸
局
釧
路
運
輸
支
局
☎
０

　

１
５
４

２
５
１
４
ま
で
。

釧
路
川
河
川
敷
の
樹
木

を
活
用
し
ま
せ
ん
か

　

釧
路
開
発
建
設
部
で
は
、
釧
路
川

河
川
敷
内
の
樹
木
を
伐
採
し
て
活
用

し
て
く
だ
さ
る
企
業
や
団
体
、
個
人

を
募
集
し
ま
す
。伐
採
し
た
樹
木
は
、

燃
料
や
原
材
料
、加
工
・
販
売
な
ど
、営

利
目
的
で
の
利
活
用
も
可
能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼ 

期
間
／
11
月
上
旬
～
平
成
28
年
２

月
29
日
㈪

▼ 

場
所
／
釧
路
川
右
岸　

標
茶
町
南

標
茶
地
先
付
近
の
高
水
敷

▼ 

伐
採
可
能
面
積
／
約
１
万
七
千
平

方
㍍

▼
主
な
樹
種
／
ヤ
ナ
ギ
類

▼ 

申
込
期
間
／
10
月
１
日
㈭
～
10
月

14
日
㈬

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧

路
開
発
建
設
部
釧
路
河
川
事
務
所

計
画
課
維
持
補
修
係
☎
０
１
５
４


８
３
０
０
ま
で
。

10

 今月の休館日
　（ ５、６、13、18、

19、20、26、27、
28日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

休館日 開館時間

利用料

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）

毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３‐２０７２
10月

初心者水泳教室（一般成人）

　◇日時／４、11日　　　　　　　　　 14時～14時45分

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／２、７、９、14、16、21、23、30日

14時～14時45分

※全て送迎バスなし

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／１、３、⑧、10、⑮、17、22、24、 、 31日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／７、14、21日　　　　　 10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／２、９、16、23、30日　　　 19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／３、４、10、11、17、24、31日

10時30分～正午

幼児水泳教室（幼児４～５歳）

　◇日時／４、11日　　　　　　　 10時30分～11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う１年生）

　◇日時／４、11日　　　　　　　　　 11時20分～正午

小学生水泳教室（初めて水泳を習う２～６年生）

　◇日時／３、10、17、24、31日　 10時30分～11時15分

フリー教室（町内在住の65歳未満の方）

　◇日時／１、２、８、９、15、16、22、23、29、30日

10時～正午

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ １、２、３、４、７、８、９、10、11、12、

14、15、16、17、21、22、23、24、25、29、

30、31日　　　　　　　　　　　 15時～17時

10

11日１日 摩周丘幼稚園お遊戯会
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赤
十
字
救
急
法
の
講
習

を
開
催

①
赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習

▼ 

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

９
時
～
13

時
▼ 

場
所
／
釧
路
赤
十
字
病
院　

４
階

講
堂

▼ 

内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

使
い
方
、気
道
異
物
除
去
な
ど

▼ 

対
象
・
定
員
／
15
歳
以
上
の
方
・
20

人（
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
）

▼ 

受
講
料
／
１
千
５
０
０
円

※ 

成
績
優
秀
者
に「
赤
十
字
救
急
法
基

礎
講
習
修
了
者
認
定
証
」を
交
付
。

②
赤
十
字
救
急
法
救
急
員
養
成
講
習

▼ 

日
時
／
11
月
８
日
㈰　

14
時
～
17

時
・
11
月
14
日
㈯　

９
時
～
17
時
・

11
月
15
日
㈰　

９
時
～
17
時

▼ 

場
所
／
釧
路
赤
十
字
病
院　

４
階

講
堂

▼ 

内
容
／
急
病
の
手
当
、け
が
の
手
当

（
止
血
・
包
帯
・
固
定
）、搬
送
、救
護

▼ 

対
象
・
定
員
／
過
去
３
年
以
内
に

赤
十
字
救
急
法
基
礎
講
習
を
修
了

し
、全
日
程
受
講
可
能
な
方
・
20
人

（
定
員
に
な
り
次
第
、締
め
切
り
）

▼ 

受
講
料
／
１
千
７
０
０
円

※ 

成
績
優
秀
者
に「
赤
十
字
救
急
法

救
急
員
修
了
者
認
定
証
」を
交
付
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
①

②
と
も
に
、
10
月
30
日
㈮
ま
で
に

日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
釧
路

市
地
区（
釧
路
市
役
所
地
域
福
祉
課

内
）☎
０
１
５
４

５
１
５
１
内
線

寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た

❑
鴋　

澤　
　
　

篤　

様（
室
蘭
市
）

　

▼
現
金　

１
万
円 

　

 

町
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
矢　

野　
　
　

勇　

様（
日
高
町
）

　

▼
現
金　

１
万
円 

　

 

町
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
匿
名　

様

　

▼
現
金　

５
千
円 

　

 

環
境
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
寄
附
。

摩
周
湖
・
屈
斜
路
湖
周
辺
の
自
然
環

境
を
保
全
す
る
事
業
に
。

❑
佐
々
木　

啓　

祐　

様（
泉
４
）

　

▼
現
金　

10
万
円 

　

 

弟
子
屈
町
で
生
ま
れ
育
ち
、長
年
暮

ら
し
て
き
た
こ
と
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
と
し
て
、社
会
福
祉
に
役
立
て

て
ほ
し
い
。

❑
村　

岡　

幸　

雄　

様（
高
栄
４
）

　

▼
土
地（

別
３
１
２
‐
７
の
う
ち
）

２
１
１
・
82
平
方
㍍

　

 



別
西
５
号
線
の
道
路
整
備
に
役

立
て
て
ほ
し
い
。

１
４
２
３
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

道
の
苦
情
審
査
委
員
制

度
を
ご
存
じ
で
す
か

　

道
が
行
っ
た
業
務
や
制
度
の
内
容

を
審
査
す
る「
北
海
道
苦
情
審
査
委

員
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　

苦
情
審
査
委
員
が
道
の
機
関
に
対

し
、
中
立
的
な
立
場
で
必
要
な
調
査

な
ど
を
行
い
、不
備
や
問
題
が
あ
っ
た

と
き
は
道
の
機
関
に
是
正
を
求
め
ま

す
。利
害
に
関
わ
る
苦
情
で
あ
れ
ば
、

苦
情
審
査
委
員
に
申
し
立
て
が
で

き
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼ 

申
し
立
て
方
法
／
苦
情
申
立
書

（
道
庁
・
各
総
合
振
興
局
に
あ
る
ほ

か
、道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w
w
.pref.hokkaido.lg.jp/ss/

dsc/kujyou.htm

）か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）に
苦
情
な
ど
を

記
載
し
、郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー

ル
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

❑
申
し
立
て
・
問
い
合
わ
せ
先

 

北
海
道
総
合
政
策
部
知
事
室
道
政

相
談
セ
ン
タ
ー（
〒
０
６
０
‐
８
５

　

 

８
８　

札
幌
市
中
央
区
北
３
条
西

６
丁
目
）☎
０
１
１
‐
２
０
４
‐
５

　

 

５
２
３（
内
線
）21
‐
７
０
６

０
１

　

 

１
‐
２
４
１
‐
８
１
８
１　

メ
ー
ル

kujyou.koueki@
pref.hokkaido.

lg.jp

 

釧
路
総
合
振
興
局
地
域
政
策
部
総

務
課
道
政
相
談
室
☎
０
１
５
４


９
１
０
２

て
し
か
が
国
際
交
流
会

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
開
催

　

て
し
か
が
国
際
交
流
会（
Ｔ
Ｉ
Ａ
）

で
は「
も
っ
と
外
国
を
知
ろ
う
プ
ロ

グ
ラ
ム
・
第
19
回
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」を

開
催
し
ま
す
。今
回
の
ゲ
ス
ト
は
、町

外
国
語
指
導
助
手
の
フ
ラ
ド
・
ダ
ニ

さ
ん
で
す
。

▼ 

日
時
／
11
月
７
日
㈯　

13
時
30
分

～
16
時

▼
場
所
／
川
湯
ふ
る
さ
と
館

▼ 

参
加
料
／
中
学
生
以
上　

５
０
０

円
・
小
学
生
以
下　

３
０
０
円

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
て
し
か
が
国
際

交
流
会　

黒
石
☎
４
８
２
‐
６
６

　

 

８
８
、須
藤
☎
４
８
２
‐
４
８
２
４

ま
で
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
ま
す

　

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、ご
来
場

く
だ
さ
い
。ま
た
、出
店
者
も
募
集
し

て
い
ま
す
。

▼ 

主
催
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行

委
員
会（
み
ち
く
さ
委
員
会
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
会「
桜
」・
弟
子
屈
町
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
）

▼ 

日
時
／
10
月
10
日
㈯　

10
時
～
15

時
▼
場
所
／
待
合
室「
み
ち
く
さ
」

▼
出
店
料
／
１
区
画
３
０
０
円

　今月の町税などの納期限は次のとおりです。納め
忘れのないようにしましょう。
▶町・道民税３期　　　　　　　�11月２日㈪
▶国民健康保険税５期　　　　　11月２日㈪
▶後期高齢者医療保険料５期　　11月２日㈪
▶介護保険料３期　　　　　　　11月２日㈪

10月の町税などの納期限

夜間納税窓口開設のお知らせ
　日中、仕事などで役場に来られない方々のために、
次の日程で『夜間納税窓口』を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開 設 日／10月28日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所
❑�問い合わせ先／役場税務課
　☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

注１　※印の団地は、管理費が毎月200〜3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。

入居者を募集します町 宅住営

30,000円Ｈ６ １ＬＤＫ １ 　　47.40㎡（３階）※緑団地単身者用（中層耐火３階建）
12,300～17,800円Ｓ56 ３ＤＫ １ 　　63.71㎡南弟子屈団地（簡易耐火平屋建）

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／10月２日㈮～10月９日㈮（土・日曜日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／10月下旬～11月上旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額（緑団地単身者用は住宅料の２倍の額）
※�入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※�入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。
❑問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）まで。

▼
申
込
締
切
日
／
10
月
５
日
㈪

※ 

受
付
時
間
は
土
・
日
曜
日
を
除
く

11
時
～
16
時

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
弟

子
屈
町
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎
４
８
２
‐
２

　

８
５
８
ま
で
。

道
産
材
を
使
っ
た
リ
フ

ォ
ー
ム
に
商
品
券

　

北
海
道
で
は
、
道
産
木
材
を
利
用

し
た
住
宅
や
店
舗
、
事
務
所
な
ど
の

増
改
築
や
床
・
内
装
な
ど
の
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
に
対
し
て
商
品
券
を
交
付
す

る「
地
域
材
活
用
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム

促
進
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

対
象
／
産
地
と
合
法
性
が
証
明
さ

れ
た
木
材
、
認
証
森
林
か
ら
産
出

さ
れ
た
木
材
・
木
製
品
を
、全
体
の

50
％
以
上
か
つ
５
立
方
㍍
以
上
利

用
し
た
増
改
築
工
事
、
ま
た
は
全

体
の
50
％
以
上
か
つ
１
立
方
㍍
以

上
利
用
し
た
床
・
内
装
工
事
。

※ 

平
成
27
年
４
月
１
日
以
降
に
工
事

契
約
し
、
平
成
28
年
１
月
29
日
㈮

ま
で
に
工
事
完
了
・
実
績
報
告
で

き
る
も
の
。

▼ 

商
品
券
交
付
額

 

増
改
築
工
事
／
５
立
方
㍍
以
上
10

立
方
㍍
未
満
＝
６
万
円
・
10
立
方

㍍
以
上
15
立
方
㍍
未
満
＝
13
万

円
・
15
立
方
㍍
以
上
＝
20
万
円

 
床
工
事
／
１
平
方
㍍
あ
た
り
３
千

　

３
０
０
円

 

内
装
工
事
／
１
平
方
㍍
あ
た
り
２

　

千
３
０
０
円

※ 

増
改
築
と
床
・
内
装
工
事
を
合
算

し
て
申
請
で
き
ま
す
が
、
上
限
は

20
万
円
で
す
。

▼ 

商
品
券
の
種
類
／
Ｊ
Ｃ
Ｂ
ギ
フ
ト

カ
ー
ド
・
日
専
連
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
・

全
国
百
貨
店
共
通
商
品
券（
い
ず
れ

か
１
種
類
を
申
請
時
に
選
択
）

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
北
海

道
木
材
産
業
協
同
組
合
連
合
会
☎

０
１
１
‐
２
５
１
‐
０
６
８
３
ま
で
。

秋のヒグマ注意特別期間�期間：11月３日㈫まで
　秋は、ヒグマによる事故やヒグマとの遭遇が増える季節です。
　今年は町内各地での目撃などの情報が、かつてない頻度（９月18日現在104件／前年度比4.7倍）で寄せられています。

▼ヒグマの被害に遭わないために
野山では／�事前にヒグマの出没状況を確認する・一人では野山に入らない・野山では音を出しながら歩く・薄暗いときには行

動しない・フンや足跡を見たら引き返す・食べ物やごみは必ず持ち帰る
日常生活では／�家庭のごみは収集日に定められた方法で出す・ごみのポイ捨ては絶対にしない、させない・弟子屈町内でヒグ

マを目撃したら役場農林課か弟子屈警察署☎４８２‐２１１０に通報する
❑�問い合わせ先／役場農林課林務係☎４８２‐２９３６（課直通）・釧路総合振興局保健環境部環境生活課☎０１５４９
　１５４まで。http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/yasei/yasei/higuma/shichoson_link_page.htm（道内ヒグマ情報）

自動車点検整備推進運動を実施中

えっ、本当！
車に乗るのに

点検整備していないの？
安全確保と環境保全には
車の点検整備が必要です

北海道運輸局釧路運輸支局（http://www/tenken-seibi.com）

強化月間／９・10月

必ずチェック 最低賃金！ 使用者も 労働者も

北海道最低賃金

時間額

７６４円

平成27年10月８日発効

　北海道内で事業を営む使用者と、その
事業場で働く全ての労働者（臨時・パート
タイマー・アルバイトなどを含む）に適用
される北海道最低賃金（地域別）が、左のと
おり改正されます。
�❑�問い合わせ先／厚生労働省北海道労働
局労働基準部賃金課☎０１１‐７０９‐
２３１１（内線）３５３３、または釧路労働
基準監督署☎０１５４９７１１まで。
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秋の火災予防運動を実施します！

運動期間　10月15日㈭～10月31日㈯
　秋の訪れとともに、ご家庭でも暖房器具の使用が多くなり、１年で最も火災の発生しやすい季節になります。
　皆さん一人一人が防災意識を高めるため、今年も全道一斉に「秋の火災予防運動」を実施します。

日 月 火 水 木 金 土

１２３

４５６７８９ 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31
■問い合わせ先／健 康 健康推進課☎482-2935  町 民 環境生活課☎482-2934  税務 税務課☎482-2914  開 放 おひさま保育園☎482-2444  子 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

体育の日

催 し 木育週間（林業多目
　的センター・9:30
　～16:00）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

 ……記号の見方……
健
 康 ～健診や子育て相
　　 談など

町 民 ～行政相談、人権
　　 相談
開 放 ～保育園開放など
子 育 ～子育て支援セン
　　 ター開放など
税務 ～税の納期など
催 し ～イベント､その他

開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）
健
 康 ベビーマッサージ
　教室（福祉センター
　・10:00～）

健
 康 総合健診（川湯農村
　センター・6:30～）
催 し 木育週間（林業多目
　的センター・9:30～
  16:00）
子 育 木育フェア（林業多
　目的センター）
　【事前予約制】
子 育 ひなたぼっこ開放「０
　～１歳｣（子育て支援
　センター・14:00～
  16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「２～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

健
 康 総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）
催 し 木育週間（林業多目
　的センター・9:30
　～16:00）

健
 康 総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）
開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
催 し 木育週間（林業多目
　的センター・9:30
　～16:00）
健
 康 ベビーマッサージ
　教室（子育て支援セ
　ンター・14:00～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
開 放 保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保
　育園・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川
　湯駅前交流センタ
　ー・9:30～11:30）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 母親講座「調理実
　習｣（福祉センター
　・10:30～11:30）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  14:00～16:30）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～16:00）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）
催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～１歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
　10:00～16:00）
健
 康 母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）

子 育 おひさま公園であ
　そぼ！（おひさま公
　園集合・10:00～
  11:00）【雨天中止】

催 し 第66回町総合文化祭展
　示部門（公民館・9:00～）
開 放 保育園開放「遊んＤａｙ」
　（おひさま保育園／川湯
　保育園・9:00～）
健
 康 乳児・３歳児健診（福祉
　センター・ 9:15～）
健
 康 フッ素塗布（福祉センタ
　ー・10:00～）
健
 康 予防接種「ＢＣＧ」（福祉
　センター・14:30～
  15:00）
税 
務 夜間納税窓口開設（役
　場／川湯支所・20:00
　まで）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
健
 康 ９・10カ月児相談
　（福祉センター・
　10:00～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）

子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）
町 民 行政相談（川湯消
　防会館・10:00～
  12:00／屈斜路研
　修センター・13:00
　～15:00）

催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

健
 康 総合健診（福祉セ
　ンター・6:00～）

健
 康 総合健診（福祉セン
　ター・6:00～）
催 し 木育週間（林業多目
　的センター・9:30～
  16:00）
子 育 ひなたぼっこ開放「０
　～１歳｣（子育て支援
　センター・9:30～11:30
  ／14:00～16:30）
健
 康 健康相談（役場・
  10:00～16:00）
健
 康 母子手帳交付（役場
　・10:00～16:00）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
催 し 第66回町総合文化
　祭芸能部門・茶道
　部門（摩周観光文
　化センター・10:00
　～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）
催 し 第２回公民館ミニ
　コンサート（公民館
　・13:00～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
子 育 ひなたぼっこ開放
　「０～３歳｣（子育て
　支援センター・
  9:30～11:30／
  14:00～16:30）

催 し 木育週間（林業多目
　的センター・9:30
　～16:00）
催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）

催 し 第66回町総合文化
　祭展示部門（公民
　館・9:00～）
催 し おはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～）
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０
２
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０
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６
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０
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６
人　
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０
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●
世
帯
数　
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６
３
世
帯（　
　
　

 

１
）

　

小
野
寺
将ま

さ

樹き

ち
ゃ
ん 

男 

（
政
広
）跡
佐
登

　

澤
頭 

歩あ
ゆ

希き

ち
ゃ
ん 
男 
（
芳
将
）川
湯
温
泉
５

　

吉
田 

知ち

遥は
る

ち
ゃ
ん 

女 
（
雄
貴
）札
友
内

　

鈴
木
さ
く
ら
ち
ゃ
ん 

女 

（
崇
弘
）摩
周
２

　

鈴
木
あ
や
め
ち
ゃ
ん 

女 

（
崇
弘
）摩
周
２

　

西
村　

恵
子
さ
ん（
61
歳
）鈴
蘭
６

▼
本
紙
で
も
度
々
お
知
ら
せ
し
て
お
り

ま
す
が
、
南
弟
子
屈
地
域
の
新
た
な
地

域
づ
く
り
を
協
議
し
て
い
る「
南
弟
子

屈
地
域
活
性
化
協
議
会
」で
は
、先
日
４

日
間
に
わ
た
り
、
和
歌
山
大
学
観
光
学

部
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
地
域
の
資
源
発

掘
調
査
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

住
ん
で
い
る
と
な
か
な
か
気
づ
か
な
い

地
域
の
魅
力
を
、
学
生
な
ら
で
は
の
視

点
か
ら
指
摘
し
て
も
ら
い
、
あ
ら
た
め

て
弟
子
屈
町
の
魅
力
に
気
づ
か
さ
れ
た

調
査
結
果
で
し
た
。（
鶴
田
）

▼
弟
子
屈
高
校
生
の
議
会
発
表
・
町
政
提

言
は
な
か
な
か
興
味
深
く
、
面
白
い
も

の
で
し
た
。自
分
が
高
校
生
の
こ
ろ
、自

分
が
住
む
マ
チ
の
こ
と
を
こ
ん
な
風
に

見
つ
め
た
り
考
え
た
り
し
た
こ
と
は
な

か
っ
た
な
…
と
思
い
な
が
ら
聴
い
て
い

ま
し
た
。若
者
の
柔
軟
な
発
想
に
耳
を

傾
け
、思
い
や
意
見
を
く
み
取
り
、形
に

し
て
次
代
に
つ
な
ぐ
こ
と
。そ
れ
が
大

人
の
使
命
だ
と
す
れ
ば
、ま
ず
、先
入
観

に
と
ら
わ
れ
ず
に「
聴
け
る
耳
」を
持
た

な
く
て
は
、と
思
い
ま
し
た
。（
宮
田
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※ お誕生とお悔やみは、8/1～8/31に弟子屈町に届け出をされた方のうち、
掲載を希望された方のみ掲載しています。弟子屈町以外に届け出をされた
方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係までご連絡ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

防火フェスティバルを開催！

大
おお

宮
みや

　こまち�ちゃん 岡
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林
ばやし

　瑞
みず

季
き

�ちゃん

藤
ふじ

原
わら

　心
こ

愛
あ

�ちゃん 藤
ふじ

原
わら

　結
ゆ

愛
あ

�ちゃん 船
ふな

坂
さか

　璃
り

子
こ

�ちゃん

▼日時／10月24日㈯　13時～15時

▼場所／弟子屈消防署庁舎前

▼ �内容／はしご車乗車体
験、ちびっこレスキュー
体験、消防戦隊タスケル
ンジャー公演　など

皆さんのご来場を
お待ちしています!!

は
し
ご
車
乗
車
体
験
の
様
子

【一般家庭防火診断】

▼日時／火災予防運動期間中

▼対象／高栄１～４丁目、湯の島１～３丁目

▼ �内容／住宅用火災警報器の設置率普及調査。
　　　　消防職員が各家庭を訪問します。

【街頭広報】
▼日時・場所／10月15日㈭　摩周湖農協前・11時～　

　　　　　　　　　　　　 フクハラ前・15時～
▼ �内容／各防火団体による火災予防啓発運動。

　　　　粗品を用意しています。


